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第一章 緒 言

余ノ・嚢二生及加熱死結楠菌二依ル組織漿化 ラ比

較観察 セリ。現今各種脱脂菌 テ以 テ結核冤疫元

トナ シ数果 ラ牧 メン トスル者多ク余モ亦之二就

キ聯 力知見ラ登表 セリ。

依 テ本報告 二於 テハ各種脱脂結核菌及 「チモテ

ー」菌 ノ夫 テ以テ組織攣化テ検索 セント欲 ス。

第二章 實験方法

第一節 實験材料
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(イ)供 試 菌株

(A)人 型結核菌F株

くB)鳥 型結核菌TB-13株

(C)「 チモテー」菌

何 レモ九州帝大細 菌學 敏室所藏 ノモ ノ トス。

'(ロ)脱脂菌及 菌髄成分

鼻轟励
旛

軋
菌攣礫

人型繊 菌言 閂テノレ」浸

概 ネAndersonノ 方 法 二從 ヒ テ抽 出 セ シ モ/ニ シ テ、

抽 出物 ノ命 名 モ亦 同 氏 ノ夫 二櫨 レ リ。方 法 ノ詳 細 ハ既

二戸 田 数 授 等 ノ獲 表 ア リタル ヲ以 テ省 略 ジ、唯i欠表 二

之 ヲー一括 ス 可 シ(東 京 、署i新、2887號 、 結 核 、15巻 、

9號 、J.biolog,Chemistry,Vol.74,p.525,Vo1.90,

P.45)。

一菌渣蝿 こ最奮一[±墜 二徽:::攣峯華_撃_鞠

「ア ノレ コ

_一 ノレ」「エ→ 濃 縮 「ア セ_
一 テ ル 」 トソ」注 加

溶 液

一水可溶性物質

「エ ー テ

ー窒』湖 落 一濃縮 ・… 「アセ トソ」可溶脂肪

液

一沈 殴物→乾燥 ・… 燐脂質

爾 他 ノ脱 脂 菌 ・・夫 々 ノ章 二記 載 ス。

第二節 槍索方法

前報(第5報 其1)ト 同一 ナル ヲ以 テ省略ス。

第三章 臭素瓦斯脱脂人型結核死菌注入實験

人 型結核菌(F株)「 ソーbソ 」培地獲 育聚落 ヲ乾 燥

シ、之 二臭素瓦斯 ヲ約1時 間作用 セシメ タル モノヲ注

入 二供ス。 ソノ方法 ノ・第1乃 至第3同 報告 二 詳述 セ

リ。本法 二依 リ結 核菌 ・・凡 テ非抗酸性 トナル。之 ヲ生

理 的 食 瞳 水 ヲ以 テ研 磨1aα10mgノ 浮 游 液bシ 、 ソ

ノ0.2α α宛 ヲ皮 下注 射 ス。

海 狸 ハ 各頭 皮 下8ケ 所 宛 、家 兎 ・・12ケ 所 宛 、「マ ウス」

ノ・各 頭2ケ 所 宛 接種 ス 。

第一節 實験所見

第 一 項 海 狽 所 見

第5日 加 熱死 菌 ノ場合b大 差 ナキ、白血球 團周邊 二

紡 錘形 細胞 幼若繊 維 ヨ リ成 ル薄暦 ア リテ少数 ノ組織

球 性細胞散在 ス。充 血著明。白血球竈 内所 々二淡 染小

塊 ヲ見ル。

第10日 白血球 竈縁部崩壊著 シク幼若繊維 暦内細胞

成 分稽 く培 加ス。

第15日 多核 白血球盒 々崩壊培 加 シ周園 二混清 層形

成 サル。 ソノ問繊維膠様繊 維所 々二侵入 ス。

第20日 白血球 竃一般 二「クロマ チソ」二乏 シク混清

層 二・・上 皮様細胞,組 織球 性細胞多数 ニ シテ紡錘形細

胞 等互 ヒニ原 形質突起 相連 繋 ジテ微網 状 ヲナ シ屡 く

網 眼 二崩 壊 白血球淋 巴球散在 ス。外部 二殊 二紡 錘形細

胞 乃至幼若繊維 ヨリ成 ル薄 キ輪走 暦 ア リ。往 々巨態細

胞 ヲ認 メ核 比較 的 「クロマチ ソ」二富 ミ類圓形 ヲナ シ

核膜鮮明、上皮様細胞 ノ夫 ト略 く同大 ナ リ。排列 ・・環

状牛環状壁 立性 二或 ハ雨極 二 偏在 シ或 ハ披散性 ニ ジ

テ通常数十 個 ヲ算ス。

第25日 肉芽暦 内血 管新生旺盛 ニ シテ各所 二赤血球

散逸 ジ内皮細胞肥厚培 生像 二 接 ス。 外部 幼若繊維 層

精 く±曾厚 ジー部 内部 二侵入 ス。

第35日 肉芽竈 上皮標 細胞 ヲ圭1・ナ シ時 二中心 二白
　

血 球成分散逸 ア レ ドモー般 二淡 明ナ リ。少数 巨態細胞

ヲ見ル。外部紡錘 形細胞連繋 シテ綱 状 ヲナヌ。
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第35日 肉芽竈廣汎 二亙 リ星芒状 乃至紡錘 形細胞 ノ

遊 出著 明。 一部 上 皮様細胞間繊維 二 匠劃 セラ レテ結

節状 ヲナス部 ア リ。

第50日 大 差 ナキモ肉芽竈 内粗豪繊維 多 シ。

第55日 上皮楼細胞,組 織球性細胞 ・・寧 ロ繊維 間二

散在 スル ノ像 ヲ呈ス。 血管散在ス。

第 二項 家 兎所 見

第5日 濃染 白血球 竈鏡利 二境 セ ラvテ 存 シ赤血球

混在 ス。周邊 皮下組織稽 く粗 題 トナ リ血管接 盈 セ リ。

第10日 白血球 竈 内同質淡染小塊散在 シ外周 ハ紡錘

形細胞 ノ遊 出著 明。張振大 ヲ以 テ槍 スル ニ之 ・・網状 ヲ

ナ シソノ間 白血球淋 巴球疎在 セ リ。

第20日 白血球 竈周邊幼若繊維多 ク薄暦 ヲナ シ淋 巴

球遊出稽 く旺盛 ナ レ ドモ上皮様細胞少 シ。

第25日 大 差ナ シ。

第30日 白血球竈 中心一帯二淡 染ス。 周邊繊 維暦 ト

ノ間組織 球性細胞,上 皮様細胞 ノ稽 く強 キ浸潤 ア レ

ドモー暦 ヲ作ル ニ至 ラズ。 稀 二数個 ノ巨態細胞 ア リ。

小形 ナ リ。

第40日 白血球竈縁 部一帯 二 同質壌死様外観 ヲ呈

ス。外周繊維層大 イニ塘厚 シ殊 二白血球竈 トノ境界部

ニハ繊細 ナル繊 維 ノ粗 懸網状構造 間 二多数/上 皮様

細胞 ノ出現 ア リテー暦 ヲ作 ル。

第50日 上 皮様 細胞竈擾大 ン屡 ζ白血球竈 内部 ニモ

散在ス。反之外層部 ・・紡錘形細胞 多 シ。血管毛細管散

在 シ往 々内皮細胞 肥厚 シテ紡錘 形 トナ リ或 ・・上皮様

細胞状 外観 ヲ呈ス。上皮様 細胞禮内崩屡 白血球 ヲ撮取

セルモ ノ少 ナ カラ フご.

第 三 項 「マ ウ ス」所 見

第4日 白血球竈 内同質淡染小 塊 中心 二位 ヌ。海猿/

場合 ト大差 ナ シ。

第7日 白血球崩壌著 シク、周 邊皮下組織 所 々二血管

充盈 ス。往 々小 出血竈 ア リ。

第10日 白血 球團一部 自潰 ス。周擁 ニノ・稠密 ナル前

記混濡暦 ア リ。定型的上皮様細胞少 ク崩壊 白血球或 ハ

核屑片貧喰或 ノ・散逸 シテ之 ヲ黙綴 ス。一部 ハ皮 下筋 層

二及 ブ。

第15日 前期 ト大 差ナ シ。

第20日 白血球竈大 イニ 縮小 シ或 ハ集團状 ヲナサ

ズ。混清竈之 二代 リテ大 イニ培大 シ組織球性細胞紡錘

形 細胞多数ナ リ。時 ニー部二崩屡 白血球 ノ粗 ナル小集

籏竈 ヲ見ル。混 濡竈 内血管多倣 ナ リ。

第25日 混清 層内紡錘 形細胞 多 ク屡 く幼若繊 維散在

シ時 二外部 ニー層 ヲナシテ輪 走 セル ア リ。淋 巴球比較

的多 ク往 々「プラスマ」細胞 ヲ見ル。

第30日 混清 竈内軍核細胞 一般 二減 少 シ繊 維成分多

シ。 自口、組織球 性細胞 上皮様細胞 ハ疎在性 二或 ハ小集

籏性 ニア リテ淋巴球 「プラヌ マ」細胞黙綴 ス。

第40日 結締織化強 ク或 ハ殆 ソ ド搬 痕治癒 ノ状態 ニ

ア リ。膠様 繊維東間疎 二上記細胞成分 アル/ミ 。

第二節 所見概括

臭 素 睨 脂 菌 膿 テ海 瞑 皮 下 二注 入 セ シ場 合 、先 駈

シテ旺 盛 二之 二蝟集 ス ル モ ノハ 中性 多 核 白血球

ニ シテ、 少 撒 ノ小 圓形 細胞 ト相 混 ジテ膿 瘍 様 二

集 籏 シ、 之 ヂ破 壌 、 貧 喰 ス。 ソ ノ所 見 ノ・既 二注

入5日 後 二於 テ著 明 ナ リ。 斯 ク シテ集 籏 セル 多

核 白血 球 ノ・完 全 二之 ラ浦 化 スル能 ノ・ズ シテ、 漸

次 自 ラ壌 滅 二赴 キ、第20日 二於 テ ソ ノ極 期 二達

セ リ。 之 二次 ギ テ出現 ス ルノ・、組 織 球 性 細胞 、

紡 錘 形 細 胞 、 上皮 様 細胞 、亘 態 細胞 等 ニ シテ、

上記 第20日 二於 テ既 二著 明 二認 メ ラル。之等 ノ

細 胞 ハ菌 禮 拉 二白血 球 残 骸 ラ貧 喰 シツ ツ清掃 二

努 ムル モ ノニ シテ、之 ノ・注 射 第35日 二至 レバ殆

ン ド完 了 シ、 而 シテ弦 二上皮 様細 胞 性 結 核 檬 肉

芽組 織 ヲ構 成 セ リ.但 シ、 此 ノ際 小 圓 形 細 胞 ハ

極 メ テ紗 ク、病 竈 ノ・殆 ン ド上 皮 様 細 胞 ノ ミテ以

テ占 メ ラル。 亘 態 細胞 ノ・一 般 二少 数 ニ シテ、 第

10日 二現 ハ レ、20日 目 二梢 ヒ多 ク、35日 以 後

ノ、消滅 セ リ。 爾 本 肉 芽 組織 二於 テ ハ、 細 胞 浸 潤

ト殆 ン ド時 ヂ同 ジ ク シテ、 血 管 、 毛 細 管 内被 細

胞 ノ肥厚 、 或 ノ・檜 生起 リ、 爾 來 多撒 ノ血 管 新 生

セ ラル 。注 射 後 第25日 二至 レバ
、肉芽 組 織 ノ 内

外 ヨ リ漸 次 結 締 織 化起 リ、 此 ノ内 二遊 出 セ ル紡

錘 形 乃 至 星芒 状 細胞 ハ次 第 二分 化 シテ幼 若 結 締

織 繊 維 テ形 成 シ、第40日 以 後 二於 テノ・、 肉芽 内

上 皮様 細胞 間 ニハ粗 豪 化 セル繊 維 多撒 二 出現 シ

テ、 之 ラ医 劃 セ リ.斯 ク シ テ途 ニ ハ雨 者 全 ク地
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テ代 ヘ テ、 所 謂 癒 痕 性 治 癒 ノ組 織 像 ラ呈 スル ニ

至 ル。 菌 禮 ハ最初 白血 球 團 内 ニ ア レ ドモ、 漸 次

ソ ノ崩 壌 期 二至 ル ニ從 ヒテ、 上皮 様 細胞 、 組 織

球 性 細 胞 膿 内 二撮 取 セ ラ レテ肉芽 組 織 内 二出 現

シ、 第50日(早 キノ・第40日)前 後 ニノ・全 ク影 テ

浸 セ リ。

家 兎 二於 テ モ、遊 出 細 胞 ノ種 類,反 慮 ノ経 過 ノ・

一 般 二海 狽 ノ 揚 合 ト本 質 的 二 異 ラズ
。 唯 此 ノ

揚 合、 上 皮 様 細胞 、組 織 球 性 細 胞 ノ遊 出 ノ・海狽

二比 シ
、 概 シテ遅 延 シ、 白血 球 崩 壊 後 之 ガ掃 盈

二時 日 ラ要 セ リ。 第50日 ニ シテ 術 後 者 ハ所 謂

上 皮 檬 細 胞 性 肉 芽層 内 二散 在 ス。 從 ッ テ繊 維 化

二至 ル傾 向亦 遅 シ。 海 狽 ノ揚 合 二比 シ亘 態 細胞

ハ 少 数 二認 メ タル ノ ミ(第30日)。 「マ ウ ス」二於

テハ 反 之 、 反 慮 ノ終 焔 最 モ早 ク第40日 ニ シテ、

殆 ン ド繊 維 化 テ終 レ リ。 術 反 慮 ノ強 度 モー 般 二

弱 シ。 但 シ ソ ノ本 質 二於 テノ・「マ ウ ス」ト難 モ前

二 者 ト全 ク同一 ナ リ。 上皮 様 細胞 ノ形 成 ハ概 シ

テ少 ク、 亘 態 細 胞 テ 見 ズ。 爾 「マ ウ ス」ノ揚 合 肉

芽 竈 中 二淋 巴球 、 「プ ラズ マ」細胞 比 較 的 多 数 二

認 メ ラ レ、 海狽 ニ ハ斯 カル コ トナ キ事 實 ハ梢 ≧

注 目 セ ラ レタ リ。 然 レ ドモ 「マ ウ ス」ノ場 合 ト錐

モ、 之 ラ生 菌 ノ時 二比 ズ レバ遙 一及 バ ズ。「プ ラ

ズ マ」細 胞 ハ正 常 時 二於 テ モ 「マ ウ ス」ニノ・殊 二

多撒 存 在 スル モ ノナ ル テ以 テ、 之 ノ ミニ依 リ特

殊 ノ解 稗 テ下 ス能 ハ ズ。

襲 二余 ノ・海猿 二於 テ、 臭 素 脱 脂 非 抗 酸 性結核 菌

ノ局 所 二生 ズ ル反 慮 ガ加 熱 死 菌 ノ夫 二比 シ、輕

微 ナル事 實 ラ述 べ 、 之 ラ肉眼 的所 見 ヨ リ結 論 ス

ル塵 ア リタ リ。今 之 ガ組 織 學 的 検 索 テ行 ノ・ンニ、

雨 者 二基 ク組 織 攣 化 ノ、既 二縷 述 セ シガ如 ク、本

質 的 ニハ相 等 シケ レ ドモ、 ソ ノ経 過 二於 テ遅 速

アル テ認 ム。 即 加熱 死 菌 ノ揚 合 、 之 二蝟集 シ來

リ タル 中性 多核 白血 球 ノ崩 壌 、 浦 失 ハ臭 素 脱 脂

菌 ノ夫 二比 シテ遙 カ ニ遅 延 シ、前 者 ハ50日 以 上

テ要 ス レ ドモ、後 者 ノ・30日 前 後 ラ以 テ足 レ リ。

注 入 セ シ菌 禮 ガ 組 織 球 、 白血 求 二基 ク 消失 ハ

梢 ≧後 者 二速 カニ シテ、 結 締 織 母 細 胞 ノ遊 出、

之 ガ繊 維 化 二於 テハ比 較 的顯 著 ナル 相 違 テ認 メ

ラル。 家 兎 「マ ウ ス」二就 テノ、海猿 二於 ケル程 著

明 一 ハ非 レ ドモ、 依 然 上述 ノ傾 向 ノ・看 取 セ ラ レ

タ リ。 帥 之 ヨ リセ バ先 二余 ノ認 メ タル 事 實 ハ又

組 織 學 的 ニ モ之 ラ立 謹 シ得 タ リ ト云 フ可 シ。 之

ガ発 疫 學 的 意 義 如 何 二關 シテノ・更 二後 述 スル庭

ア ル可 シ(第2、4同 報 告参 照)。

第四章 人型結核菌 「アセ トン」「メタ ノール」抽 出菌膿残渣注入實駿

人型結 核菌(F株)ヲ 「ソーbソ 」無蛋 白培地 二約2ケ

月大量 培養 シタル後、之 ヲ硫酸 乾燥 器中ニテ充分 乾燥

セ シメ、然 ル後該乾燥菌髄 ヲ約1ケ 月「アセ トソ」ヲ以

テ充分 二寝 出 シテ「アセ トソ」可溶物質 ヲ除去ス。之 ガ

m終vバ 更 二該菌禮凌渣 ヲSoxhlet脂 肪 抽出器 二移 シ、

無水 「メチ'-7vア ル コー一・7v」ヲ以 テ2日 間抽出 ヲ行 フ。

斯 ク シテ得 タル 脱 脂 結 核 菌 盟 ヲ實 験 二供 セ リ。

即 チ此 ノ乾 燥 脱 脂 菌 盟 ヲ 生 理 的 食 盤水 ヲ以 テ 研 磨 乳

pm1・ シ、1cα10mgノ 比 ノ浮 游 液 トナ シ ソ ノ0,1c.c,及

0.3cc・ ヲ各5頭 ノ海6冥皮 下10ケ 所 宛 二注 射 セ リ(本 菌

ヲ以 下A・M菌 ト假 総 ス)。

第一節 實験所見(海狸)

(イ)1雇 注 射 局 所 所 見

第5日 鋭利 二境 セラvタ ノレ濃染 白血球 竈周邊 二比

較 的多数 ノ上皮標 細胞 ヲ混 ツ、長、短紡錘 形細胞 、類圓

形 軍核細胞等 ヨリ成 ル混橘層 ア リ。各細胞屡 く突 起 ヲ

以 テ連繋 シ微細網状 ヲナ シ、ソノ網眼 二崩壌 白血球,

淋 巴球 等認 メラル。時 二倣個 ノ壁立性 巨態細胞 ア リ。

ソノ形態略 く圓形 ヲナ シ核 ・・「クロマチ ソ」二富 ミ小

形 ニ シテ10敷 個 内外 ヲ算 ス(5μ 切片)、環或 ハ牛理状

ヲナス モノ多 シ。

第10日 白血球 竈境界精 く不鮮 明 トナ リ混濡 層二移

行ス。 前者ノ・往 々ソ ノ内部 同質赤染小塊 ア リ。混瀟暦

廣 ク、上皮様細胞巨態細胞夏 二出現強 〃或 モノノ・全 ク
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上皮様細胞 ヲ以 テ構成 セ ラル。往 々籔 個 ノ本細 胞集合

シテ境界不鮮明 トナ リ巨態細胞 二彷彿タル像 ア リ。本

竈外縁部 ノ・紡 錘形細胞薄層状 二輪走 シー部 ・・内部 二

侵入ス。菌屍 ・・白血球竈 二多 ク、肉芽層 ノ之 二近 キ部

ノ大貧喰細胞 二撮 プレ・タル モ ノ時 二見 ラル。

第15日 混 清層大 イニ白血球竈 二置換 シ幼若繊維縦

横 二走行 ス。 巨態細胞 多鍛 ニ ンテ ラ氏型 、異 物型共 ニ

ア リ。胞髄 内核屑片 ヲ容ルモ ノア リ。

第20日 混 清竈 内白血球成分 二乏 シク淡 明 トナ リ繊

維化著 明。周邊 皮下組織 トノ境 界不 鮮明 ナ リ。

(ロ)3雇 局 所 所 見

第3日 禰蔓性或 ハ集團状 二白血球 竈 ア リ。周 團皮下
6

組織浮腫状 ヲナ シ血管櫨盈 シ白血球竈 二近 キ部 二・・

ソノ周園画炎性細胞浸潤 ヲ見 ル。往 々小出血竈 ア リ。

第5日 白血球崩壊 セル モノ多 ク ー部 境界不鮮明ナ

リ。周邊上皮様細胞 ヲ混 ゼル混清 肉芽 層 ア リ。(イ)卜

大差 ナ シ。

第10日 混濡 竈内定型的上皮様細胞 多 ク外層部 ・・白

血球成分 二乏 シ。多籔 ノ巨態細胞 ヲ見 ル。5、6個 ノ核

ヨリ多 キノ・轍十個 二 至 リ胞燈圓或 ノ・不正 多角形 ヲナ

ス。屡 く血管新 生像 ア リ。染 色弱 キ(vanGieson氏

法 二淡赤染)繊 維散在 シ外層部 ハ比較 的粗豪 ノモ ノ多

シ 。

第15日 大 差ナ キモ繊維増 生精 く強 度ナ リ。

第20日 注 目ス可 キハ 巨態細胞極 メテ 多 キコbb

ス。 ラ氏型 或ノ・不規則振散 性 二核配列 ヲナ シ前 者多

シ。 肉芽 中心部一般 二血管少 ジ外層部 二多籔ナ リ。繊

維性不規則 二 匠劃 セ ラ レ往 々上皮様細胞 性結核類 似

像 ヲ呈ス。

第二節 「エー テノレ」脱脂菌注入所見(家 兎)

第 二 章記 載 ノ方 法 二則 リ抽 出 テ 行 フ途 次 、 「エ

ー テル」 テ以 テ充 分 二抽 出終 リタル 脱脂 菌 テ實

験 二供 ス。 本菌 ハ 生理 的 食 盤 水 テ以 テ研 磨1c.c.

10mg乳 剤 トシ0.3c.c・宛 テ注 射 ス。

第5日 濃染鏡利 二境 セノレ白血球 竈 ハ膠様 繊維 ノー

層 二輪状 二園 マル。周 邊皮下組織充血時 二輕度 ノ圓形

細胞浸潤 アリ。

第10日 周邊繊維暦稽 く増厚 シ紡 錘形乃至星芒状細

胞 多数散在 ス。血管 内皮細胞 ノ肥厚 セル アリ。

第20日 白血球竈一部 同質赤染竈 二墜 ジ繊維層 トノ

境 界部 二於 テ 上皮様細 胞組織 球性細胞 ノ寝潤強 ク或

ハ内部 ニモ侵入 ス。一部 上皮様細胞密 二敷列 シ之 ノミ

ヨ リ成 ル小集 團 ア リ。

第30日 混清竈外邊部 二紡錘 形細胞 多鍛 二出現 シー

部層状 ヲナス。白血球 竈崩壊 著 シキモ尚明確 二匠別 サ

ル。鍛 個/小 形 巨態細胞混 清竈 内ニア リ。髄抗酸性 ヲ

有 シ混清 竈内貧喰細胞 二見 ラル コ トア リ。

第40日 白血球 竈廣汎 二汚稜 同質壊死竈 二攣 ジ核屑

片 散在ス。混 清層培厚 シ外周部 ハ淡 明ニ シテ上皮様 細

胞 、紡 錘形細胞 ヨ リ成 リ繊維性 二匠劃 サ レテ大 小不同

極メ テ不 規則 ノ結節状集籏竈 ア リ。繊維 ノ蛋 育前期 ヨ

リ強 シ。巨態細胞多 キモ ノ然 ラザル モノア リ。外周粗

豪繊 維層稽 ζ厚 シ。

第三節 所見概括及考按

A-M菌 ラ健常海狸皮下 二接種 スルニ、之二蝟集

セシ中性多核 白血球ノ・小圓形細胞 テ少撒混 ジ第

5日 ニ シテ膿瘍様集團ラ作 リテ之テ貧喰 スレド

モ力及バズ シテ自ラ崩壊二赴キ第15乃 至20日

二至 レバ上皮様細胞紡錘形細胞等 ヨリ成ル肉芽

組織 二掃温置換 サル。後者ハ漸次繊維性二唾劃

セラレ往々恰モ結核結節二類似 ノ所見テ見ルコ

トアリ。3延 注射群A於 テノ・第20日 二於 テ寧

ロ爾肉芽壇生著明ナvド モ1醒 群ニテハ繊維化

遙 二進 メ リ。 亘 態 細 胞 ハ前 者 二特 二多撒 生 ゼ シ

ガ後 者 モ他 一比 ス レバ少 カ ラズ、 第5日 二表 ノ・

レ初 メ第15日(前 者 ノ・第20日)最 モ 多 シ。 出現

部 ハ所 謂 混 清 肉芽 層 テ圭 トナ ス。 菌 膿 ハ 最初 白

血球 竈 内 二存 シ之 二依 リ食喰 セ ラル モ後 主 トシ

テ上 皮 様 細 胞 、 組 織 球 性 細胞 二囁 ラ レテ肉 芽 竈

一 見 ラ レ
、繊 維 化 進 メ ル第20日 一 ハ認 メ難 キ コ

ト多 シ。 全 経 過 ラ通 ジ肉芽 竈 内壊 死 ラ見 ズ。

「エー テ ル」脱 脂 人 型 結 核 菌 テ家 兎皮 下 二注 入 セ
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シ場 合 、 該 反 慮 ハ 本 質 二於 テ、 海 狸 二於 ケ ル前

記A・M脱 脂 菌 ノ夫 ト異 ル虎 ナ ケ レ ドモ、 ソ ノ

経 過 ハ遙 二緩 漫 一 シテ、 注 射44日 二至 ル モ、白 、

血 球 竈 未 グ充 分 二清 掃 セ ラ レズ。 亘 態 細 胞 ノ・海

狽 ノA-M菌 ノ場 合 二比 シ、 ソ ノ形 成 砂 シ。 然

レ ドモ之 ラ加 熱 死 菌 臭 素 睨脂 菌(家 兎)ノ 揚 合 二

比 ス レバ優 レ リ。 周 邊 肉 芽 竈 ニ ハ多 数 ノ上皮 様

細 胞 テ認 メ、 不 規 則 ナ レ ドモ、 大 、 小 ノ集 籏 竈

テ形 成 シ、 結 節状 テ ナ ス。 「エー テ ル」脱脂 菌 ハ

40日 二於 テ ハ 貧 喰 細 胞 内 二存 ス ル モ ノ稀 ナ リ。

ソ ノ形 状 退癒 穎 粒 歌 ノモ ノ テ認 ムル コ トア レ ド

モ、 抗 酸 性 テ有 ス。

家 兎 ノ場 合 、 何 故 二反 慮 遅 延 セ シヤ。 脱 脂 法 ノ

相 異 二基 ク ヤ 或 ハ菌 量 ノ差 二依 ル ヤ テ考 フル

ー、 「エ ー テル」脱 脂 菌 ハ 第二 章 ノ表 ヨ リ明 カナ

ル 如 ク、 術 蝋 脂 質 、 「アセ ト ン」可溶 脂 肪 ヲ含 有

シ、 反 之A-M菌 ハ後 者 テ訣 ク。 因 ヨ リ此 ノ差

ハ 決 シテ完 全 ナ ル モ ノ ーハ 非 レ ドモ、少 ク トモ、

ソ ノ含 有 ノ多寡 ハ之 ヨ リ推 察 シ得 可 シ。 從 ツ テ

「エ ー テル」脱 脂 菌 ノ吸 牧 ガA-M菌 ノ夫 二比 シ

困 難 ナ リ ト見 倣 シ得 可 久 一 方 二於 テ・・齊 シ ク

A-M菌 ニ ヨ リテ、ソ ノ菌 量 ノ差 ト反慮 終 焔 ノ選

速 トニー 定 ノ卒 行 性 アル テ認 メ タ レバ、 此 ノ際

反慮 ノ遅延ハ上記二者 二基 ク物理的影響二依ル

コ ト大ナルラ推測 ゼシム。Sabin等 二依 レバ「ア

セ トン」可溶脂肪ハ殊 二多撒 ノ各種脂肪酸 テ含

有 スル爲、 ソノ反慮ハ結核様組織 ノ登生以外各

種複雑 ナル炎症性檜殖反慮 テ件 フ ト云ハルレド

モ、余 ノ上記實験 二於テハソノ存否二關係ナ久

常 二反慮 ノ本質ハ同一 ナリ。之ハ又上記組織攣

化 ノ遅速 ノ差異 ガ、化學的刺戟 二依ルニ非ルー

謹査 タリ得可 シ。此 ノ際亘態細胞 ノ登現、多寡

二關 シテハ、上述 ノ設明 ト相反 スルガ如キ所見

テ得 タレドモ、斯ハ後述 スル如 ク亘態細胞 タル

モ ノハ元來組織 ノ退齊的産物 二過 ギザルテ以
リ

テ、 寧 ロ當然 ナ ル可 ク然 カ ク問題 トスル ニ當 ラ

ズ、 且之 ハ 各實 験 ヨ リ シテ脱 脂 法 ト決 シテー一定

ノ關 係 ナ キ テ認 メ タ レバ、 却 テ此 ノ事 實 ハ之等

ノ組 織 反 慮 ガSabinソ ノ他 、 一 部 學 者 ノ唱 フル

如 キ特 殊 性 ト何 ラ ノ交 渉 ナ キ理 由 ノー トモ ナ リ

得 可 シ。 之 二關 シテハ更 二後 章 二詳 述 ス。

「エ ー テル」脱 脂 菌 ト加熱 死 菌 トテ比 スル ニ(家

兎)後 者 ハ更 二反 慮 経過 遅 延 シ、ソ ノ終 熔 二梢 丸

長 時 日ラ要 ヒ リ。 斯 ハ襲 二余 ガ肉 眼 的 二認 メ タ

ル腿 トー 致 ス(第4同 報 告 参 照)。

第五章 人型、烏型各結核菌及 「チモテー」菌 「アルコール」「エーテル」

「クロロホルム」抽出残渣各注入實験

第 二 章 既述 ノ方 法 一 依 ル 各脱 脂 菌 ヲ滅 菌 生 理 的 食 盤

水 ニ テ1c・c.10mg/4-・ ・等 乳 齊11bシ0.5cα 宛 夫 々健 康

海 狸 皮 下 二 注 射 ス 。本 菌 ・・爾 抗 酸 性 ヲ保 有 セル モ ノ多

ク桿 状 、不 正 桿 状 或 ハ穎 粒 状 等 種 々 ア リ。 人 型 菌 ノ本

脱 脂 菌 ヲH・A.E.C.鳥 型 菌 ノ夫 ヲTbAE.C.「 チ

モ テ ー」菌 ノ夫 ヲTh・A.E.Cト 假 構 ス 可 シ。

第 一 節H'A.E.C.注 入 所 見

第5日 皮 下結 締織 二・・中性 多核 白血球集 籏 シテ類

圓形 濃染集團 ヲ形成 ス。ソノ間 ノ結締織繊 維 ・・壌死状

同質性 トナ リ正常構造 ヲ認 メ ズ。本竈 ノ外 側ハ幼若繊

維 ノ薄 キー暦 ヲ圃擁 シ紡錘 形細胞 多数 二存 シ綱 状 ヲ

ナス。 血管 ノ披充著 ジク往 々赤血球逸 出ア リ。

第13日 白血球 大集籏竈周擁 ニノ・混清 暦出現 シ上皮

様細胞 多 〃稀 二巨態細胞 ヲ見 ル。 ソノ間粗、繊雨膠様

繊 維散 在 シ殊 二外部 ハ是等重畳 セルー暦 ア リ。

第20日 大 差 ナ シ。

第25日 白血球 竈周邊崩壊 二昭 ルモ ノ多 ン。繊 維層

問崩壌 白血球乃至核屑片稽 く稠 密 二混在 ス。

第40日 白血球蓋 ク崩壊 シ且 ツソノ問上皮様 細胞 組

織 球性細胞侵入混在 ス。混濡 暦厚 ク上皮様 細胞 ノ寝潤

旺盛 ニ ジテ或 ノ・全 ク之 ノ ミヨ リ成ル淡明竈 ア リ。繊細

ナル繊 維網 状 二走 行 ジ、本竈 ノ外部 ハ夏 二長、短 紡錘

形細胞 ヲ圭成分 トナス納 く厚 キ淡 明ナル ー厨二移行
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ス 。 血 管 各 層 二散 見 ス。注 目ス 可 キ ・・多 数 ノ巨 態 細胞

アル コ トニ ンテ ソ ノ核 上 皮様 細 胞 ト略 く同大1ク ロ マ

チ ソ」二乏 シク、 或 ハ稽 く小 サ ク之 二 富 ム。 ラ氏 型排

列 ヲナス モ ノ多 シ。墨 ク混 清 竈 乃 至 上 皮様 細 胞 竈 二存

シ紡 錘 形 細 胞 層 ヨ リ外 部 二 ・・認 メ難 シ。

第50日 上 皮様細胞竈 ・・全 ク白血球成分 ヲ鉄 除 シソ

ノ問繊 維性 ノ粗霧網 様構造 二依 リ不規則 二匝劃 セラ

レ恰 モ上皮様細胞性結核 二類 スルモ ノア リ。淋巴球 一

般 二僅数 ナ リ。之 ヲ園 ム紡錘形 細胞暦 殆 ソ ド消失 ン幼

若繊維層厚 ク之 二代 ル。血 管内皮細胞 ノ肥原像 ア リ。

第 二 節Th-A.E.C.所 見

第3日 濃染鏡利 二 境 セ ラ1ノタル 白血球 竈問同質無

構造小塊 島喚状 二散 在ス。原繊 維 ノ構 造 ヲ見 ズ。直接

周邊繊維 モ染色不 良、噺 裂 セル モノア リ。

第5日 前期 ト大差 ナキモ 白血球 竈周邊退行墜性強

ク、淡染 シ之 ヲ続 リテ薄 キ繊維 暦 ア リ。血 管充盈 セル

モ ノ多 シ。

第10日 白血球竈外側、繊維暦 内紡 錘形細 胞遊 出強

クソノ間組織球性細胞、 多核 白血球疎在ス。

第15日 紡 錘形細胞屠 ノ中外側 二白血球 乏 シク上皮

様細胞圭 トシテ浸潤 セル部 ア リ。

第20日 白血球周園暦 二上皮様 細胞極 メテ多数出現

シ且前者 バー般 二培厚 ヌ。往 々白血球 二乏 シキ淡 明ナ

ル上皮様細胞竈 ヲ形成 シ或 ノ・寧 ロ混 清層 ノ像 ヲ呈ス

ル モ ノア リ。幼若繊維散 在 シ叉外部 二薄 キ ー層 ヲ作

ノ1/o

第25日 無構 造 ノ同質壌死 ヲ饒 ル混テ肴層 ニノ・組織球

性細胞、上 皮様細胞 ヲ圭 トシ淋 巴球、崩壌 白血球疎 ニ

アル ノミ。殊 二之 ・・内部 二至ル程著 明ニ シテ外部 ・・紡

錘 彩細胞浸潤旺盛 ナ リ。此 ノ外 幼若繊維層塙 厚 シ微網

状 ヲナス。上述細胞間 二多数 ノ巨態細胞 ア リ。

策30日 多核 白血球 殆 ソ ド影 ヲ没 シ淡明肉芽層之 二

代 リ上皮様細胞美麗 二敷列 セ ル 問極 メテ疎 二崩屡 白

血球淋 巴球 ヲ見ル。血管毛細管各所 二散在 シ時 二胞燈

肥 厚 シテ上皮様細胞状 ヲ呈スル 内皮細胞 ヲ認 ム。巨態

細胞著 シク多鍛 ア リテ殆 ソ ドラ氏型核配列 ヲ示 ス。周

邊膠様繊維層増 厚 シー部 ハ 内部 二侵入 シテ大小不規

則 二肉芽竃 ヲ匠劃 ヌ レ ドモ、該鱗 佐・・粗豪或 ハ束状 ヲ

呈セザル モ ノ多 ジ。

第 三 節Tb-A.E.C.注 入 所 見

第5日 白血球竈外部粗懸網状 ヲナ ス紡錘 形細胞 ノ

連 繋 セルー層 ア リテ充血苦 明。ソノ他第 二節所 見 ト大

差ナ シ。

第8日 白血球竈 中央都 無構造 ニ シテ 「エ オジソ」二

染 マ リ核屑1片1在 ス。周邊 二上皮様 細胞散見ス。

第10日 白血球竈 ヲ続 リ既述混清竈 出現ス。外部 ハ

ー般 二白血球成 分 二乏 シク上皮様細胞 ヲ圭 トシ夏 二

紡錘形 細 胞層 二移 行ス。 後者稚 く培厚 セ リ。

第15日 混活暦多数 ノ血管 ヲ認 メ淋 巴球 稽 く多 シ。

倫少鍛乍 ラ巨態細胞 ヲ見 ル。白血球 竈ハ周邊 各所 二於

テ混清暦 二置換 セ ラ レ且 往々無構造 ノ赤染小塊 散見

サル。

第20日 混活竈廣汎 二亙 リ上 皮様 細胞 一面 二敷列 セ

リ。多数 ノ巨態 細胞 出現 シ、稀 二胞艘 内崩 壌 白血球 ヲ

容ル。本竈外部 ヲ園続 セル幼若繊維 暦内紡錘 形細胞多

数存 シ繊維 ノー部 ・・内部 肉芽竈 ヲf〈規則 二嘔劃 セル

モ ノ ト連 績ス。

第25日 白血球竈 ノノく部 分ノ・淡 染無構 造 トナ リ混清

竈 内白血球 成分 二乏 シ。各所 二粗繊雨繊維束状或 ハ散

逸性 二粗密網 状 ヲナ シ往 々上皮様 細胞性結核結節 二

髪 髭セル所 見 ヲ呈ス。淋 巴球ゾ・但 シー般 二少 ク且該結

節 ノ形状 不規 則 ナ リ。巨態細胞 ・・前期 同様 多数 ア リテ

類 圓形 稀 二多角形 ノ胞盟 ヲ有 ス。

第30日 大 差ナ シ。

第40日 肉芽竈 ・・上皮様細胞 巨態細胞 ヲ圭 トシソ ノ

間成 熟粗豪 繊維太 キ束 状 ヲナ シ縦横 二走行ヌ。血管此

ノ部 二概 シテ少 ク外側紡錘形細胞暦 二多 シ。此 ノ外繊

維暦 増厚 シ從 ツテ肉芽竈 バー般 二縮小 セ リ。

第四節 所見概括及考按

fチ モ テー」菌 「アル コー ル」「エー テル」「クロ ロ

ホ ル ム」 抽 出残 渣 ラ健 康 海狽 皮 下 二注 入 セル場

合 、 先 駆 シテ之 二蝟集 シ來 ル モ ノハ 圭 トシテ 中

性 多核 白血 球 、 及 僅 数 ノ小 圓 形 細 胞 ニ シテ、 第
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3日 ニ ノ、既 二稠 密 ナ ル濃 染 集 籏 竈 テ形 成 ス。 第

5日 一 ハ ソ ノ中崩 壌 二陥 ル モ ノ砂 カ ズ、 爾 來

盆 々攣 性 進 ミテ、第20日 一ノ・該 集 團 ノ周 縁 ノ・淡

染 壌 死 檬 量 テ呈 ス。 之 ヨ リ先 白血 球 團 ノ外 部 二

於 テ園 続 状 二出現 セ シ幼 若 結 締 織 繊 維 層 ニノ・、

本 期(第20日)二 及 ビ テ、上 皮様 細 胞 、 組 織 球 性

細 胞 遊 出 シ來 リ、前 記 崩 壌 白血 球 或 ノ・残 存 セル

菌 膣 残 渣 テ食 儘 ス可 ク漸 次 内部 白血 球 團 中 二浸

入 ス。 斯 ク シテ崩壌 、掃 温 ノ雨 機 構 相件 ヒテ起

ル 中 二、逡 二 白血 球 ノ・全 ク集 團 テ作 ル ニ至 ラズ。

更 二進 ンデハ病 竈 ヨ リ影 テ浸 シテ、 之 二代 リテ

肉芽 様 竈 テ以 テ置換 セ ラル ニ至 ル(第30日)。 該

肉芽 様 竈 ハ殆 ン ド純 檸 二上 皮 様 細 胞 及 多撒 ノ亘

態 細 胞 バ ヨ リ成 ル モ ノー シテ、 ソ ノ間 極 メ テ

稀 二小 圓 形 細 胞 ラ散 在 シ、外 観 甚 ダ淡 明 ナ リ。

加 之 、 厘熱 幼 若 膠 様 繊 維 テ以 テ大 、 小 ノ塵 劃 二

分 タ ル ・爲 、 ソ ノ所 見 ハ全 ク上 皮 様 細 胞 性 結 核

結 節 二髪 髭 タル モ ノアル テ認 ム。 但 シ此 ノ際 該

組 織 内 ニ ノ・各 所 二小 血 管 、 毛 細 管 ノ散 在 ア リ、

抽 出菌 艦 ハ大 多撒 非抗 酸 性 トナ リテ、 且穎 粒 状

ラ呈 スル モ ノ多 ク、第20日 前 後迄 ハ尚 中性 多核

白血球 間 二散 在 セ シモ ノヲ認 メ タ レ ドモ、 之 ヨ

リ以 後 ハ 上皮 様 細胞 、組 織 球 性 細 胞 等 二囁取 セ

ラ レタル モ ノ多 シ。 第30日 二於 テ モ 往 々 ソ ノ

貧 喰 細 胞 テ散 見 セ リ。

亘 態 細 胞 ノ・第25日 ニ シテ出現 シ、 第30日 二於

テ著 シク多 撒 トナ ル。 且一A.E.C.二 於 テ ハ15

日二少 撒 認 メ40日 二甚 ダ多 シ。

木 脱 脂 菌 ラ人 型 、 鳥 型 各結 核 菌 ノ夫 ト比 較 スル

ー、 鳥 型 菌 ノ場 合 トノ・ソ ノ組 織 反 慮 ノ経 過 殆 ン

ド同 一 ニ シテ、 反 癒 ノ張 度 、終 焔 期 、 亘 態 細 胞

出 現 度 等 、 略 ≧軌 テー ニ セ リ。 人 型 菌 ノ場 合 ニ

ノ・(H-A.E.C.)雨 者 二比 シ テ、 経 過 梢 ≧遅 延

シ、後 者 ノ・大 略40日 前 後 二於 テ、白 血球 成 分 ノ

掃 澱終 リ、 上 皮 様 細 胞 、 組 織 球 性 細胞 等 ヨ リ成

リソ ノ間 亘 態 細 胞 ノ混 在 セル 肉芽 竈 ノ廣 汎 ナ ル

出 現 テ見 レ ドモ、前 者 ノ・50日 乃 至 之 以 後 ラ要 セ

リ。 然 レ ドモ ソ ノ本 質 二於 テハ三 者 ノ間 何 ラ異

ラズ。 亘 態 細胞 ノ出 現 度 ハH-A.E.C.モ 亦 他

二者 ト同程 度 二強 ク、 ラ氏型 多 キ モ異 物 型 亦 往

々認 メラ ル。 術 何 レニ於 テ モ、 肉 芽 内乾 酪 化 テ

認 メ ズ。'

翻 ツテ考 フル ニ 「チモテー」菌 ノ病 原性 二關 シテハ賛

否相 牛スル ノ現況 一 ア リテ、(2)Alexaノ ・海 狸、家兎

二、30-100彪 ノ大 量 ヲ静脈 注射 シ、肺臓 二上皮様細

胞 、巨態細胞及多核 白血球 ヨ リ成 リ繊維性被膜 ヲ以 テ

園糀 セラ レタル結節 ノ登 現 ヲ認 メタ レ ドモ、決 シテ之

ガ乾 酪化 二昭ル コ トナク、屡 く認 ムル 中心壌死竈 ノ・全

ク化膿 二基 クモ ノナル ヲ記 シ、家 兎 二於 テノ・上記反慮

ノ出現甚 ダ不定 ナ リキ。反之、(30)Jaff6ノ・「マ ウス」腹

腔 内接種 二依 リ肺臓 二乾酪性 肺炎、肝臓 二乾酪化 セル

定 型的結核様結節 ヲ認 メ ソノ他 【54)M611er,(63)Petri等

共 ノ病原性 ヲ記載 ス。

㈹小辰 氏 ハ海狸 氣管 内二注入 シテ、中性多核 白血球 ノ

遊 出後、淋 巴球、組織球性細胞 之 二代 リテ出現 ス レド

モ結 節形 成 ヲ認 メズ、(25)久持氏 ハ 家兎静脈 内注入後

肺臓 二於 テ略 く類似 ノ所見 ヲ得 タ リ。(26)貰瀬氏 ・・各種

非病原 性抗酸性菌 ヲ温 、 冷血動 物皮 下、 睾丸 二接種

シ、 之 二擦t!バ 、初期 ニハ多核 白血球 ノ群籏 シテ膿瘍

形成 ア リ、 小圓形細胞、「マ,スト」細胞 、特殊細胞等 ノ

寝潤 之 二 件 ヒ、時 二壌死、 硝 子様 攣性或 ・・結締織培

殖 、 ラ氏型巨態細胞等 ヲ認 ム レ ドモ、「チモテー」菌 二

於 テ ハ最 モ病墾輕度 トセ ラル。氏 ハ此 ノ際特殊細胞 ノ

獲 現 二專 ラ注 目セ シ所 ナ レ ドモ、斯 ハ唯組織球 二他 ナ

ラズ、 而 モ上述 ノ攣化 ハ輕重 ノ差 ア レ、該抗酸性死菌

或 ノ・叉墨汁 二依 リテモ 生 ズル ヲ認 メ テ斯 ・・異物反慮

トシテ組織 球 ノ遊 出 ア リシニ過 ギズ トナセ リ。圃 占

部 氏モ略 く同様 ノ實験 二依 リ(「ラッテ」)殆ソ ド同一 ノ

所論 ヲ述 べ、而 シテ氏 ノ・特 殊細胞 ハ癩 細胞 ト同一 ナ レ

ドモ、 之 ガ鼠癩菌、或 ハ強毒結核菌 ト異 リ、周園ヘ ノ

侵入傾 向ナ ク散在性 二存 スル ニ過 ギズ、而 モ壌 死 二昭

ル コ トナ シ ト云 ヘ リ。 「チモテー」菌 二於 テ 特 殊細胞

(組織球)ノ 蛋 現極 メテ微弱 ナル ノ・雨者軌 ヲー・ニヌ。

㈹Longa.Vorwald(1932)モ 「チモ テー-J、「ス メグマ」

菌 ノ造結核病墾 性(海 狸、睾丸)ノ・無覗 シ得 可キ程輕度

ナノレヲ認 メ、 即 チ結 核菌(人 、牛、 鳥型)接 種 時 ト比

スノv二、雨 者ノ・初 期 ニハ多核 白血球(2日 目)、大 軍核

細胞(3日 以後)ノ 蛋 現 アvド モ、前者 ・・以後該浸 出細

胞 清失 ノー路 ヲ辿ル ニ反 シ、後者 ・・大翠核細胞(「モ ノ

チ ーテ ソ」ヲ主 トス)ヨ リ上皮様 細胞 トナ リ、乾酪化 二

至ル ト云 フ。斯 ク ノ如 ク、 「チモ テー」菌 ノ 場合 ニハ
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Sabinノ 所 謂 「モ ノチ ー テ ソ」ヨ リ轄 化 スル 上 皮様 細 胞

ノ壁 現 ナ キ理 由 二關 ジ、彼 等 ハ之 ヲ結 核 菌、 燐脂 質 ノ

存 否 ヲ以 テ訊 明 セ ソ ト シ、「チ モ テ ー」菌 ニ ハ斯 カル 上

皮標 細 胞 形 成性 刺 戟 物 質 ヲ鉄 如 セ ル カ、或 ハ 直 チ ニ破

壊 、貧 喰 セ ラ レテ、 菌 塘 殖 不 充 分 ナル 爲 、 ソ ノ量 少 キ

カニ依 ル トシ、 反 之 、結 核 菌 ノ場 合 ニ ハ、 菌 培殖 旺 盛

ニ シテ 從 ッ テ、破 屡 ニ ゴ リ遊 離 セ ラル 可 キ燐 脂 質 亦大

量 ナ ル ニ基 ク ト解 セ リ。 然 レ ドモ氏 等 ノ論 慷 トナ ス

「チモ テ ー 燐脂 質 ノ▽73)Sabin等 自勇 二依 リ既 ニ ソ ノ

上 皮様 細 胞 形成 能 ノ ミナ ラ ズ特 異 結 核様 組織 ヲ 作 ル

トセ ラ し・、而 モ 之 ハ他 ノ結 核 菌 ノ夫 二比 シ乾 酪 化 形 成

能 モ大 ナ リ ト云 ・・レタ レバ、最 早 ソ ノ説 明 ノ當 ラザル

ヤ 自 ラ明 白 ニ ジ テ、 畢 寛 氏 等 ノ認 メ グ ル事 實 ・・唯 「チ

モ テー」 菌 ノ病 原 性 鉄 如 ヲ 以 テ 解 ス 可 キ モ ノナ ル 可

シ。

要 之 、現 今 「チ モ テー 」菌 二封 シテ ソ ノ病 原 性(造

結 核様 病 憂 性)ノ 、極 メ テ輕 微 ナ ル モ ノ ト解 シテ

可 ナ ル ガ如 ク、假 令之 ア リ トスル モ、 斯 ノ・結 核

菌 二比 シ到 底 同 日 ノ談 二非 ズ、就 中乾 酪 化 二封

シ テハ之 ラ否 定 シテ大 過 ナ キ ガ如 シ。

齢 ツテ余 ノ所 見 テ省 ル ニ、 斯 ハ何 レモ、脱 脂 死

菌 ラ以 テ セ シモ ノナ レバ、 素 ヨ リ上 述生 菌 ノ場

合 ト聯 力趣 ラ異 ニ ス レ ドモ、若 シ脱 脂 菌 ニ シテ、

省 毒性 テ有 スル ナ ラバ 、 各菌 種 間 憂 化 二少 ク ト

モ顯 著 ナ ル相 違 アル可 キ理 ナ リ。 然 ル ニ,是 等

脱 脂 菌 二依 ル組 織 攣 化 ノ・強 度 二於 テ殆 ン ド撰 ブ

塵 ナ ク「チ モ テー 」脆 脂 菌 ト難 モ、 結 核 菌 ノ夫 ト

何 ラ異 ラズ、 本 質 二於 テノ・凡 テ軌 テー ニ セ リ。

斯 ノ如 キノ・該 病 攣 ガ決 シテ菌 艦 内特 殊 毒素 二 由

來 スル ニ非 ル 所 以 テ明 確 二 現 示 スル モ ノニ シ

テ、 此 ノ際 毒素 ガ本 抽 出 二依 リテ除 カ レ タル ヤ

否 ヤノ、暫 ク措 キ、紗 ク トモ、 本 腕 脂 菌 二依 ル反

磨 ガ之 ラ異 物 反 慮 ト解 シテ毫 モ妨 ゲ無 キ所 以 ハ

敢 テ多 言 テ要 セザ ル塵 ト信 ズ。.

第六章 人型結核菌膿蛋白注入實験

人 型 結 核 菌 ノ「アル コー ル 」、「エ ー テル 」、「〃 ロ ロホル

ム」抽 出 残 渣 ヲ充 分 二乾 燥 セ シメタ ル 後 ソノ5.5瓦 ヲ

得 タル ヲ以 テ更 二之 ヲWoolridge氏 法 二從 ヒテ塵 理

セ リ。得 タル 物 質 ヲ菌 髄 蛋 白 ト稽 ス。此 ノ乾 燥 菌 膿 蛋

白 ヲ生 理 的 食璽 水 ヲ加 ヘ ソ ・充 分 二研 磨 ンテ 、亭 等 ナ

ル 乳 剤 トナ シ(1c.c.20mg)、 ソ ノ0.5cα 宛 ヲ皮 下 接 種

セ リ。 供 試 海 狸 ・・5頭 、 各 頭 二皮 下8ケ 所 宛 、家 兎 ・・

3頭 、各 頭 皮 下10ケ 所 宛 注 射 ス。

第一節 實験所見

第 一 項 海猿 所 見

第5日 白血球 竈類圓形濃染 シテ鏡利 二境 サ レ所 々

二壌死状淡染構造塊 ヲ見ル。周邊 皮下結締織繊維 一般

二浮腫状 ヲナ シ直接部 ハ染色稽 ζ不良。組織球 、紡 錘

形細胞多販遊 出 シ微網状 ヲナ シー部 二上皮様細胞 ヲ

見ル。一般 二充血著 明且屡 く小 出血 竈 ヲ作ル。

第10日 白血球竈外部既述混清層稽へ 厚 ク園続 シ中

等数 ノ巨態細胞 ア リ。外部 ・・繊 細ナル膠様繊 維 ノ薄暦

輪 走ス レ ドモ雨暦 ノ境 界明確 ナ ラズ。此 ノ部 二紡 錘形

細胞 多 シ。

第15日 混清暦 二・・崩壊、 白血球 淋巴球多 〃血管振

充毛 リ。屡 く内皮細胞 ノ培生肥厚像 二接ス。

第20日 大差 ナ ジ。

第25日 多核 白血球 ハ黙 状核屑片 二迄崩壌 セル モノ

少 力ラズ。周 邊混 橘竈 ノ・廣汎 ニ シテ往 々赤血球 ノ不規

則集結竈 ア リ。外部 二小範園 ナ レ ドモ上皮檬細胞 ト巨

態細胞 トノミヨ リ成 ル淡明竈 ア リ。巨態細胞 ・・一般 二

著 シク 多数 散 在 シ「ラ」氏型 ノ外 中心性乃至披散性核

配列 ヲ示スモ ノ少 カラズ。 血管一一般 二多 シ。木竈 ノ外

音Kノ、繊 糸佳暦 二移そテス。

第30日 大差 ナ シ。

第40日 肉芽竈 内巨態細胞 ノ出現著 シワー部 ・・全 ク

巨態 細胞性 集籏竈 ヲ形成ス。上皮様細胞亦旺盛 ナル遊

出 ヲ來 シー部 ハ全 ク本細胞性結節状 ヲナヌ ア リ。往 々

崩壌 白血球 ヲ振取ス。外部繊維暦 トノ境界部 ニノ・紡 錘

形乃至 星芒 状細胞 多数 ア リ。肉芽竃 ノ・繊維性 二不規 則

二匠劃 セラル
。屡1太 キ束状繊維 ヲ混 ジ錯綜 セ リ。

第 二 項 家 兎所 見

第5日 海猿 ノ場合 ト大差 ナク、白血球 竈外部 幼若繊

維 層ニー部 上皮様 細胞稽 く多数 遊出部 ア リ。或 ・・混 清



464 森=非 抗酸性結核菌並二結核菌髄成分二俵ル免疫 ト組織攣化ノ研究 【第16k

竃 ノ所見 ヲ呈スル モ ノア リ。

第10日 白血球 崩壌、核濃縮 等二昭ル モノ多 シ。周

邊紡錘 形細胞 ノ遊 出著 明、一部網 状 ヲナス。充血稽 く

大 ナ リ。

第15日 混清 層廣 ク、稀 二 巨態細胞 ヲ見 ル。Van

Gieson二 淡 赤染Mallory染 色 二青染 セル 幼若繊維

稽 く稠 密 二走行 ヌ。

第20日 混清 層 二特 二上皮様細胞 ノ浸潤 強 ク核屑片

或 ・・崩壌 白血球 ヲ貧喰 セルモ ノ少 カラズ。漸 次外周部

二至 し・バ 白血球成 分大 イニ減少 シテ上 皮様 細胞圭 ト

ナ リ疎 二小圓形細胞鮎在 セルー暦 ア リ。ソノ外部 ・・紡

錘形細胞 殊 二 多数遊 出 セル幼 若繊維 層雨者境界明確

ナ ラズ。

第25日 混 清竈 内時 二小圓形細胞 ノ稽 く多数ナル部

ア リ。本竈 内中等数 ノ巨態細胞出現 ヌ。血管 ノ・寧 口外

周幼若繊維層 二多 シ。

第35日 白血球竈一般 二「クロマチ ソ」二乏 シク各所

二島嘆状 二淡染 同質 竈 ヲ認 ム。時 二集團 ヲ作 ラズ境界

不 鮮明 ノモ ノア リ。凡 テ崩壊 白血球 トヌ。上皮様細胞

之 二代 リテ廣汎 二浸 潤稠密 二敷列 シソノ 問繊細 ナル

繊 維粗大網状 二走行 シテ大 小不規則 ノ匠劃 ヲナス。強

振 大 ヲ以 テ楡 スル ニ 上 皮様 細胞間疎 二核屑片或 ハ白

血球 ヲ認 ム。 巨態 細胞前期 ト同程度 二見 ラル。

第45日 上皮標細胞竈 内粗豪繊 維多数 二浸潤 シ束状

ヲナヌ モ ノ多 ク ソノ間長、短紡 錘形細胞 ノ出現著 シ。

往 々毛細管 内皮細胞 ノ肥 厚 シテ紡錘形 ヲナス ヲ見ル。

周邊繊維暦塘 厚セ リ。

第二節 所見概括

人型結核菌膿蛋白テ健常海狸皮下二注入セル場

合既二第5日 ニシテ之ヲ続 リテ中性多核白血球

ノ集團形成 サレ、周邊一帯皮下組織ノ・浮腫状充

血性傾向大 ナリ。臆 テ本白血球ノ・各所 二於 テ崩

壊 二陥 リ核濃染、萎縮或ハ噺裂 シ第20日 前後

迄ノ、梢 丸健態 ナルモノ ト雑然 トシ テ混清スレ

ドモ逡 二集團 テ作ル コトナク第35日 前後 ニノ・

病竈 ヨリ殆 ド影 ラ浸 ス。斯 ノ如 キ白血球残骸或

ノ・爾遺存 セル菌艦蛋白ノ吸牧掃温期 廷ルノ概 二

第10日 頃二於テ白血球竈 ノ外側 二出現 セシ所

謂結核様肉芽組織 ニシテ組織球性細胞、上皮様

細胞、小圓形細胞等相混精 シ或 ノ・屡 ≧亘態細胞

テ包藏 セリ.本 組織ノ・爾來籏大 スル ト共 二、内

二存セ シ白血球成分減少 シ(第20日 前後)終 二

全 ク上皮様細胞 卜亘態細胞 ヲ主 トナスニ至 リ

(第30日 乃至40日)、 之 ヨリ先肉芽組織内外二

登生セシ粗、繊雨繊維 二大小不規則ナル塵劃テ

受 ケテ恰モ上皮様細胞性或ノ・亘態細胞性結核二

髪錆 タル所見 テ呈スルコ トアリ。但 シ此 ノ際血

管新生旺盛ナリ。斯 クシテ肉芽組織ハ新生繊維

ノ爲細分又細分セラレ、周擁 ヨリ包園歌 ノ侵蝕

ト相挨ツ テ終 二全 ク繊維化 二 至ルモ ノナル可

シ。亘態細胞ノ・第10日 二現ノ・レ或ノ・40日所見

二於 テ著 シク多撒見 ラル。 ラ氏型 ノ外異物型モ

紗 カラズ。常 二肉芽組織内二限局 セリ。全経過

テ通 ジ所謂肉芽竈 内壌死竈 テ見ズ。

家兎二於 テノ・時期的ニモ略 ≧相似 タリ。唯亘態

細胞 ノ出現輕微ナ リキ。然 レドモ加熱死菌 ソノ

他 ノ脆脂菌 ノ場合二比 スレバ遙二多 シ。

第七章 墨汁注入實験 ●

極 微 粒 子 ヲ有 ス ルGrUbler製Pelikan墨 汁 ヲ生 理 的

食 盤 水 ヲ以 テ2倍 二稀 繹 ン、100度(撮 氏)1時 間滅 菌

後0.5cc.宛 皮 下 二 注 射 セ リ。供 試 海 狸 ・・5頭 ニ シ テ各

頭10ケ 所 宛 注 射 ヲ行 ヘ リ。 家 兎 ・・皮 下15ク 所 宛 「マ

ウス 」ハ各 頭2ケ 所 宛 注 射 ス。

第一節 實験所見

第一項 海猿所見

第1日 注射部皮下組織ニハ墨汁禰蔓性二披散ン、ソ

ノ間及周擁 二充血或 ・・赤血球盗 出混在 ス。稚 く多数 二

多核 白血球 ノ浸潤 ア リテー部小集籏 ヌ。
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第2日 墨汁周邊 二多核 白血球 ノ外 二中等倣 ノ類楕

圓形大形 ノ疎 明核 ヲ有 スル組織球性 細胞 ノ出現 ア リ。

小圓形細胞疎在 ス.一 部 二出血竈 ア リ。

第5日 墨汁 二直接部 ノ ミニ圭 トシテ 白血球集族 シ

組織球性細胞或 ノ・上皮様細胞少数 二混在 ス。充血著

明。

第10日 白血球 ノ外淋 巴性小 圓形細胞 ノ遊 出特 二著

明 ノモ ノア リ。

第20日 墨汁滴状各所 二散在 シ或 ノ・一層 ヲナス。組

織球性細胞上皮様細胞 此 ノ問白血球 二混 ジテ黙綴 ス

レ ドモー般 二僅数 ナ リ。胞盟 墨汁 ヲ有 スル モノア リ。

第25日 大差 ナ キモ周邊 二紡錘形細胞 ノ散在 ヲ見 ル。

第35日 大差 ナ シ。

第40日 、50日 墨汁小滴状 二散在 ス。組織球性細胞

上皮様細胞 ソノ附近二散 在 シ集團 ヲ作 ラズ。

第 二 項 家 兎所 見

第5日 墨汁近傍 ノ皮下繊維梢 く粗懸 浮腫 状 ヲ呈 シ

充血著明。多核 白血球散在 ス。

第10日 大差 ナ シ。 血管内皮細胞 肥厚 シテ胞罷墨汁

ヲ容ル モ ノア リ。

第15日 墨汁一暦 ヲナ シ周邊 白血球稽 く多数蝟集 セ

リ。

第20日 大差 ナキモ僅数 ノ組織球性細胞加 ・・ル。

第30日 、40日 墨汁小滴状 ヲナ シ前記細胞疎在 ヌ。

時 二紡錘形細胞稽 く多敷 二認 メ ラル。

第50日 墨汁依 然黒劉犬乃至滴状 二散在 ス。上皮様細

胞 ヲ散 見 シ前記細胞 間混在 ス。集籏 セズ。

第 三項 「マ ウ ス」所 見

第3日 墨汁皮下筋暦 ト結締織層 トノ問横 ニー層 ヲ

ナ シテ浸潤 シ輕度 二 多核 白血球、 小圓形細胞 蝟集 セ

リ。

第5日 大差 ナ シ。周邊充血 著明。

第10日 同上。 反鷹弱 シ。

第20日 墨汁小黙状各所 ニア リテ周邊 二精 ζ厚 キ浸

潤竈 ヲ饒 ラス。組織球性細胞、上皮様細胞 、紡錘 状細

胞等相混在 シ、 「〃ロマチ ソ」二富 ム、小 圓形細胞 中等

数 二之 二加 ハノレ。組織球性細胞 ・・墨汁 間ニモ散在 シ之

ヲ貧喰 セル モ ノ少 カラズ。是 等 ノ細胞 間幼若繊 維走行

スo

第25日 大差 ナ シ。周邊血 管内皮細胞髄 ノ肥厚像 二

接 ス。

第35日 細胞成 分減 少スルモ墨汁尚小黒駐状 二散在 ス。

第45日 墨汁一般 二減少 ス。周邊 輕度 ノ小圓形細胞

浸 潤 アル モノ前記細胞群輕度 二浸潤 セル モ ノ等 ア リ。

但 シー般 二輕度 二囑 ス。

第二節 所見概括及考按

健 常 海瞑 皮 下 二墨 汁 ラ注 入 セル場 合 、 局所 二生

ズル組 織 反慮 ノ・先 ヅ之 二向 ヒテ中 性 多核 白 血球

ノ集籏 蝟集 シ來 ル ニ初 マ リ、 同 時 二附近 一帯 ノ

皮 下結 締 織 ノ・俘 腫 、 充 血 、 出 血 性傾 向 大 ナ リ。

該 攣 化 ハ注射 第1日 ヨ リ認 メ ラル 。斯 ノ如 キ 中

性 多核 白 血球 ノ浸 潤 ハ、 唯 墨 汁 ノ極 メテ近 接 部

ノ ミニ限 ラ レ、 且 上 述 諸 章 二於 テ認 メ タル ガ如

キ、 大 集 團 ヲ形 成 スル コ トナ シ。 往 々之 二小 圓

形 細 胞 ノ混 在 テ認 ム。 注 射 第10日 二至 レバ、僅

撒 二組 織 球 性 細 胞 ノ出現 ア レ ドモ、 以 後 壇 加 ノ

傾 向 ナ ク、 上皮 様 細 胞 ハ 少数 二、 亘 態 細 胞 ハ全

ク認 ム ル能 ノ・ズ。 斯 ク シテ墨 汁 ノ・第50日 二至

ル モ未 ダ完 全 二吸 牧 セ ラ レズ シテ遺 存 セル モ ノ

多 シ。

此 ノ關 係 ノ・家 兎 、「マ ウ ス」二於 テ モ同檬 ニ シテ、

家 兎 ハ殊 二反 癒輕 微 ニ シテ、 ドマ ウ ス」ノ・比 較 的

強 シ。 共 二第50日 前 後 二至 ル モ、墨 汁 ハ完 全 二

消 失 セ ズ。 往 々血 管 内被 細 胞 内 二墨 汁 ノ囁取 セ

ラ レタ ル テ見 ル。 亘 態 細 胞 、 上 皮 檬 細 胞 ノ登 現

ノ・著 シ ク妙 ク、 前 者 ハ各 動 物 共 通 二 之 テ見 ズ、

後 者 ノ・「マ ウ ス」二於 デ梢 支著 明 ナ リ シガ集 籏 ス

ル コ トナ シ。

(26)廣瀬 氏 ノ・家 兎
、 海 猿 、 白鼠 、 ソ ノ他 温 血 、 冷

血 動 物 ラ用 ヒ墨 汁 ヲ皮 下、 睾 丸 内 二注 入 シテ、

常 二所 謂 特 殊 細 胞 ノ登 現 ヲ認 メ タ リ。 此 ノ特 殊

細 胞 トノ・癩 細 胞 ト同 一 ニ シテ、 組織 球 二由來 ス

ル モ ノ トセ ラ レ、 結 核 二於 ケル 上 皮様 細 胞 二該

當 ス可 キモ ノ トス。圃 占部 氏 ノ・「ラッテ」皮 下 二墨

汁 テ注 入 シ、 局所 淋 巴 腺 二於 テ モ同 様 二本 細 胞

ノ出現 セル テ認 ムル 鹿 ア リ。 久 持 氏 ノ・家 兎 静 脈
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二之 テ注 入 シ、 肺 臓 二於 テ早 期 反 鷹 トシテ多核

白 血 球 ノ出現 少 ク、 貧 喰 ノ・主 トシテ軍 核 細胞 二

依 リテ行 ノ・レ、而 シテ1ケ 月 後 二上皮 様 細 胞 ヨ

リナ ル結 節 テ認 メ タ リ。 余 ノ・久 持 氏 二反 シ早期

二 出現 スル ノ・多 核 白血 球 ナ ル テ認 メ タ レ ドモ、

ソ ノ墨 汁貧 喰 二關 シテ ハ組 織 球 トノ間 二、特 二

明 確 ナ ル差 異 ラ附 スル能 ノ・ズ。 爾 余 ノ・本 墨 汁 二

依 ル反 慮 最 モ輕 微 ニ シテ爾 他 ノ場 合 二比 シ、 上

皮 様 細胞 ハ 出 現 ス レ ドモ全 ク集 籏 性 テ訣 キ、 膿

瘍 ノ形 成 テ見 ザ リキ。 斯 カ ル相 違 ノ・恐 ラ ク余 ノ

用 ヒタル 墨 汁 ガ極 微 粒 子 ナ ル爲 異 物 ト シテ ノ刺

戟 弱 キ ニ依 ル ニ非 ル カ、 一 般 二異 物 ト難 モ、 ソ

ノ種 類 二依 リ((6i)Peissachowitschu.Gottlieb

ノ、塵埃 ノ種 類 二依 リ組 織 反 慮 異 ル ヲ謹 シ、 ソ ノ

他(48)Lubenau,(8)Borschardt,(62)Pinkerton,

(29)伊藤
、(22嘩 岡 、(86)若園 等)ソ ノ大 サ、撒 、 量 等

二依 リ反 癒 二差 異 アル ハ周 知 ノ事 實 ナ レバ、 叙

上 ノ推 察 ノ・決 シテ非 合 理 ナ ラズ ト思 惟 ス.之 二

關 シテ ノ・更 二後=章 二詳 述 ス可 シ。

第八章 総 括

各 菌 膿 二基 ク反 慮 ノ・既 二縷 述 シ、 叉 ソ ノ比 較 ノ・

各 章 考按 二於 テ種 々論 議 セ シテ以 テ、 累 設 テ避

ケ全 實 験 テ繧 括 シタル所 見 テ左 二簡 軍 二纒 メ併

セ テ各 動 物 二於 ケル縦 ノ観 察 テ行 フ可 シ。

(1)海 猿 二於 ケ ル實験

反 慮 ノ経 過 緩 慢 ナ ル モ ノ ヨ リ順 次 之 ラ墾 グ レバ

(1)人 型 結 核 加熱 死 菌 、(2)H-A.E.C.Tb-A.

E・C・Th-A.E.C.(3)人 型 菌艦 蛋 白 、 臭 素 脱

脂 菌 、(4)A-M菌 ノ大 略4群 二分 チ得 。 例 ヘ バ

上 皮 様 細 胞 性 結 核 様 肉芽 組 織 ノ完 成後 繊 維 化 二

至 ル期 聞 二就 テ見 ル ニ 人 型 加熱 死 菌 ノ・50日 以

上 テ要 ス レ ドモ、H-A.E.C.等 ノ・大 略50日 ニ

テ足 リ、人 型 菌 禮 蛋 白等 第3群 ノ・30日 前 後 ニ シ

テ、A-M菌 ノ・15乃 至20日 ニ シテ之 ラ完 了 セ リ

(1竜 群)。 亘 態 細胞 ノ・人 型 菌 禮 蛋 白 ラ用 ヒタル

第 2

菌 髄 種 類
海 瞑 家 兎 「マ ウ ス 」

反 磨遅
延度

巨態細胞
出 現 度

反 慮
遅延度

巨態細胞
出 現 度 集割驕1囎

人 型 菌 加 熱 死 菌 2mg 冊 ± 柵 ± 冊 一

同 臭 素 脆 脂 菌 2 什 ± 柵 ± 冊 一

人 型 んM菌 1 十 十

,, 3 什 十

人 型 「エ ・一テル 」脱 脂 菌 3 什 十

H・A.E.C. 5 帯 什

Tb.A.E.C. 5 世 柵

Th・A.E.C. 5

}一

世 柵

:人 型 菌 菌 禮 蛋 白 10 十十 柵 十十 十十

場 合 ニ ソ ノ出現 傾 向 最 モ顯 著 ニ シテ、10日 前後

二現 ノ・レ初 メ爾 來」曾加 シテ40日 頃 二 最 高 トナ

リ以 後 少 シ。 之 二次 グノ・且一A・E・C・ ニ シテ、

同様 ノ關 係 ア リ。Tb-A.E.C.Th-A.E.C.亦

略1之 二類 シ、或 ノ・寧 ロ之 以 上 ナ リ。A-M菌 ハ

撒 二於 テ是 等 二劣 リ、5日 二出 現 シ15日 頃 最 モ

多 シ。 臭 素 脱 脂 菌 、 加 熱 死 菌 二於 テノ・、 本 細 胞

ノ出 現 甚 ダ微 弱 ニ シテ前 者 ノ・20日 所 見 二、後 者

ハ15日 所 見 二少 撒 ラ認 メ タル ノ ミ。

菌 膿 ノ浦 失 二要 スル期 間 ノ・A-M菌(1竈 〉最 モ

早 ク(20日 前 後)、R素 脱 脂 菌 ノ・40乃 至50日 ニ

ノ・全 ク認 メズ 、 反 之 、H-A.E.C.ノ ・50日 テ経

ル モ爾 肉 芽竈 二検 出 シ得 タ リ。 加 熱 死 菌 亦 之 二

類 ス。

(2)家 兎 二於 ケ ル實 験

大 略 各實 験 相似表

タ し!ドモ、 強 ヒ

テ之 ラ分 タバ、

(1)人 型 加 熱 死

菌 、臭 素 脱脂 菌 、

「エー テル」脱 脂

菌 、(2)人 型 菌

禮 蛋 白 ノ順 二前

者 騨 反 慮 終焔 二

長 時 日 テ 要 セ

リ。]巨態 細乃包ノ・

ソノ出現度一般
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二海瞑 ノ場 合 二比 シ遙 カ ニ輕 度 ニ シテ
、 家兎 相

互 ノ 比較 テ ナ セバ上 記 ノ順 序 ト全 ク 相 背 馳 シ

テ、 反 磨緩 慢 ナル モ ノ 程 本 細 胞 ノ 出現 傾 向 微

弱 ナ リ。 但 シソ ノ差 ノ・前 者 同檬 甚 グ輕 微 ナル モ

ノ トス。

(3)「 マ ウス」二於 ケル所 見

加 熱 死 菌 、 臭 素 脱脂 菌 トノ間 反 慮 二大 差 ナ シ。

亘 態 細胞 ノ・雨 者共 二殆 ン ド出 現 セズ 。

以 上 ノ所 見 テ通 寛 スル ニ亘 態 細 胞 ノ形 成 ト反 慮

経 過 ノ遅 速 トニノ・何 ラ。一定 ノ相 關 關係 テ見 出 シ

難 キ ニ反 シ、 之 ヲ注 入菌 量 ト相 封比 スル時 、 極

メテ興 味 アル 李 行 性 テ認 メ得 可 シ。 斯 ノ・海 猿 ノ

ミナ ラズ家 兎 二於 テモ亦 然 リ トス。

次 二海狽 二於 テ モ、 家 兎 二於 テモ、 菌 儲豊蛋 白 ノ・

注 入量 多 キ ニ不 拘 、反 慮 最 モ微 弱 ニ シテ、 叉 各

菌A.E.C.ノ ・前 者 ヨ リ少 量 テ以 テ シテ之 ヨ リ

経 過 永 ク、 加熱 死 菌 ハ最 少 量 ニ テ而 モ最 モ終 焔

期 長 キ ニ亙 レル ヨ リ考 察 セ バ、菌 膿 ノ脱 脂大 ナ

ル程 吸牧 容 易 ナ ル ガ如 シ。

此 ノ際 各 實験 二認 メ タル組織 攣 化 ノ・ソノ本 質 二

於 テノ、全 ク軌 テー ニ シ、 何 ラ撰 ブ塵 ナ シ。 即 菌

膿 ヲ 脱 脂 スル ト否 トニ不 拘 、 或 ノ・脱 脂 法 ノ相 違

二論 ナ 久 反 慮 ソ ノモ ノ ・性 質 ハ全 ク同一 ニ シ

テ、 ソ ノ遅速 二於 テ多 少 ノ差 違 アル モ ノナ リ。

而 モ同 一 ノ 攣 化 ノ・「チ モ テ ー」脆 脂 菌 二依 リテ

モ、 亦 之 ラ認 メ得 タ々 モ ノ トス。

墨 汁 二依 ル攣 化 ノ・前 記 ノモ ノニ比 シテ、遙 カ ニ

微 弱 ナ レ ドモ、 ソ ノ経 過 梢 ≧相 似 レ リ。 上 皮 様

細 胞 、 亘 態 細 胞 ノ登 現 ノ、概 シテ輕 微 ニ シテ後 者

ノ・之 テ見 ズ。 家 兎、 海 獲 、 「マ ウ ス」間 ノ差 違 ノ・

認 メ ザ リキ。

人 型 結 核 生 菌 二封 スル動 物 種 届 間感 受 性 ノ相 違

ハ 明 確 二之 テ認 メ得 タル ニ反 シ
、 上 記 各 脱 脂 或

ノ・加 熱 死 菌 二依 リテ ハ ソ ノ間何 ラー 定 ノ關係 テ

認 ム ル能 ノ・ズ。

第九章 考 按

前 章 二述 ベ タル 如 久 加 熱 結 核死 菌 が眞 正結 核 類 似 ノ

結 節 ヲ形 成 シ得 ル コ ト ・・往 年諸 學 者 二依 リテ 既 二指

摘 セ ラ レタ レ ドモ 、ソ ノ際 之 ガ本 態 二關 スル 論 孚 ノ資

トヅテ、所 謂 脱 脂 菌 ヲ以 テ比 較 封 照 ヲ試 ミタ ル モ ノ亦

砂 カラ ズ。(7s)Strausu.Gamaleia(1891)ノ ・ 「アル コー

ル 」、 「エー テノレ」前 虎 置 結 核 菌 ノ作 用 能 が極 メ テ薄 弱

一 シテ、就 中 「エ ー テル」脱 脂 菌 ・・膿 瘍 或 ノ・結 節 ヲ形 成

スル 能 ノ・ズ ト唱 へ 、 反 之(16)Engelhardt(1902)ノ ・「ク ロ

ロホル ム」、 「エー テノレ」脱 脂 菌 膣 二俵 リ乾 酪 化 ナ キ結

核 襟 結 節 ヲ詮 ジ、(85)Vissman(1892)ノ ・叉1%「 フ ク シ

ソ」含有 「ア ニ リソ〕水 礎 置 菌 ヲ以 テ之 ヲ認 メ タ リ。

(53)Masur(1894)・ ・結 核 菌 ヲ殺 ス 方 法 二 關 係 ナ ク(昇

禾 、曹 達 、 「タ ソ ニ ソ」、 食 盤 水 、 「アル コ ール 」)死 菌

ノ・常 二結 節 ヲ作 ル ト構 シ、之 ヲ家 兎 静 脈 内注 射後 ソ ノ

肺臓 所 見 ヨ リ確 認 ス ル 所 ア リ。(8Wal16e・ ・石 油 「エ ー

テル 」ヲ以 テ、(52)MartinuVaudremerノ ・「エ ー テル 」

ヲ以 テ脱 脂 セ ル 菌 艦 ヲ以 テ 夫 々海6冥注 射 後 短 期 間 二

弊 死 ス ル ヲ認 メ之 ヲ脱 脂 菌 ノ毒 性 二錦 セ リ。

Strausu.Gamaleiaノ 説 ・・余 力'家兎 二於 テ 「エ ー テル 」

脱 脂 菌 二依 リテ 毎 常膿 瘍 ノ形 成 ヲ認 メ、加 之 氏 等 ノ記

載 セ シ所 謂結 核結 節 二厩 ス 可 キ所 見 ガ 脱 脂 法 二論 無

ク常 二 出現 セ シ理 由 ヨ リシ テ、之 ヲ認 容 スル 能 ハ ズ。

Martinu・Vaudremerノ 説 二樹 シ テノ・余 ノ場 合1頭

ノ海 狸 二数 ケ所 二亙 リテ注射 セ シニ不 拘 、1頭 ノ弊 死

ダ ニ無 ク、家 兎 二於 テモ亦 同様 ニ シテ彼 等 ノ所 謂 毒 性

二疑 義 ナ キ能 ノ、ズ。

(76)Sternberg(1902)ノ ・「アル コ ーノv」
、 「エ ー テノ1/」、「ク

ロロ ホル ム」脱 脂 菌 ガ加 熱 死 菌 二比 シ結 節 形 成 力 著 ン

ク劣 リ、而 シテ抽 出物 質 ソ ノ中 間 ヲ 占メ タル 事 實 ヲ説

明 シテ結 核 菌 ノ毒 性 乃至 病 原 性 ノ菌 髄 内 二存 シ、之 ・・

加 熱 二耐 ユル モ、 前 記諸 物 質 二 依 リテ ノ・破 壊 セ ラ レ

テ、ソノ特 殊 作 用 ヲ失 フ モ ノ トナ シ抽 出 物 質 二依 リテ

結 節 形 成 ヲ 弱 度 乍 ラ モ認 メ 得 タル ・・該 物 質 中 二爾 脆

脂 剤 ノ影 響 ヲ蒙 ラザル 健 態 ノ儘 ノ菌 髄 遺 存 セ シ ニ依

ル ト解 セ リ。然 レ ドモ余 ノ・氏 ト同溶 脂 剤 ヲ以 テ脱 脂 セ

シ菌 膣 ト加 熱死 菌 トノ間 二特 二 顯 著 ナ ル 所 謂 結 節 形

の

成 能 ノ差 異 ヲ認 メ ズ、叉該抽 出物 ハ特 二入念 ナル濾過

ヲ施 シ、染 色上 菌膣 ヲ謹 セズ、 「ツ」反磨 賦與能 力 ヲ有

セザル モ ノニ ジテ、而モ爾彼 ト相異 シテ以上三者間 ニ

ハ特 二反 磨二著 シキ差異 ヲ認 メ ザ リキ。需來結 核菌 ヨ
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リ所 謂毒 素 ヲ分 離 セ シ ガ 爲 二 種 々ナ ル脱 脂 鮒 ヲ作 用

セ シメ ソ ノ抽 出 物(所 謂 毒 素)或 ・・残 渣 二就 キ、個 々 ノ

毒 性 乃 至 造 病 攣 性 ヲ検 セ ソ トセ ル モ ノ亦 勘 カ ラ ズ。前

者 二就 キテ ノ・之 ヲ後 章 二 譲 リ、 並 ニ ハ夏 二後 者 二 關

シ、 諸 説 ノ検 討 ヲ績 ク可 シ。(191,Giaxa(1901)・ ・「アノレ

コー ル 」、 「エ ー テル」、 苛 性 加 里 ヲ以 テ順 次 抽 出 セ シ
　

最 後 ノ菌 留 残 渣 ガ他 ノモ ノニ比 シ最 モ 結 核 酷 似 ノ攣

化 ヲ起 ス モ ノ ニ シ テ、而 モ該 攣 化 ・・本 物 質 注 射 局 所 ノ

ミ ニ止 マ ラ ズ、 例 ヘ バ氣 管 内 接種 二際 シ、 肝 、腎 等 遠

隔 ノ臓 器 ニ モ表 ハル コ トア リ、ソ ノ理 由 ト シテ本 物 質

ノー 部 が溶解 吸 牧 後 尚 作 用 ヲ 及 ボ シタル モ ノ ト解 シ、

更 二本 物 質 ガ接 種 動 物 ヲ シ テ 「ツ」反 磨 陽 性 ナ ラ シム

ル事 實 ハ 上 記特 殊 性 ヲ 愈 く裏 書 キ セル モ ノ ト唱 ヘ タ

リ。 而 シ テ本 脱 脂 菌 残 渣 ・・NukleinSubstanzノ 性 ヲ

有 ス ル モ ノ ト シ、 強 、弱 何 レ ノ菌株 ヨ リス ル モ、 叉 動

物 ノ個 膣 差 乃 至 人 爲 的 抵 抗 塘 進 等 ノ條 件 二 支 配 セ ラ

ル ・コ トナ ク、常 二 同一 ノ病 攣 ヲ惹 起 シ得 タ リ。 但 シ

此 ノ際 彼 ガ本 物 質1・¥・1照タルHefenuklein(v.Merck)

トガ、 ソノ態 度 極 メ テ酷 似 セル ヲ記 シタル 事 實 ハ柳 力

注 目 二便 ス 可 シ。更 二 〔7)Boccardi(1900)・ ・彼 ト同一 物

質 二依 リテ全 ク 同様 ノ所 見 ヲ 確 認 ヌ。 「11℃antacuz6ne

(1905)・ ・結 核 菌 ヲ食 額水 ヲ以 テ洗}條、 乾 燥 後 、 「ソツ

クス レー」ヲ以 テ、 「メ タ ノ ール 」、 「エ ー テル 」、 石 油

「エ ー テル 」 ノ 順 二抽 出 シ テ得 タル 非 抗 酸 性 菌 残 渣 ヲ

腹 腔 内 二注 入 ス ル ニ、致死 量 ニ テ ・・腹 腔 内 二化 膿 性 滲

出 液 多 量 二貯 溜 セ ル 外 、脾 腫 、 腎 上 皮 壌 死、 肋 膜 、心

嚢 内 滲 出、心筋 攣 性 等 ノ重 篤 墾 化 ヲ認 メ、 致 死 最 以 下

ニ テ ・・腹 腔 内化 膿 性 滲 出 液 ノ 貯 溜 アル 外 、 大 小 ノ膿

瘍 、或 ノ、結 節 ノ形 成 ヲ認 メ タ リ。 但 シ該 結 節 ソ ノ他 ノ

病 攣 ・・臆 テ治 癒 セ リb云 フ。 然 ル ニ(8i'Tschistowitsch

(1907)ノ ・「アル コ'一・7v」、「エ ー テノL!」、石 油 「エ ー テル 」、

「ク ロ ロホル ム」 デ 完 全 二蝋 脂 質 ヲ除 去 セル 脱 脂 菌 ヲ

海 猿 皮 下 二注 入 ス ル ニ(但 シ該 菌 ノ・完 全 二非 抗 酸 性 タ

ル ヲ得 ザ リキ)注 入 後 間 モ ナ ク生 ゼ シ小 結 節 ノ・数 日乃

至2週 ヲ出 ズ シ テ完 全 二吸 牧 セ ラ レ、化 膿 ス ル コ1・ナ

ク、 之 ガ経 過 ヲ組 織 學 的 二検 スル ニ、該 脱 脂 菌 注 射 後

直 チ ニ多 核 白血 球 ノ集 合 ア リテ之 ヲ貧 喰 シ、臆 テ之 ハ

軍 核 上 皮 様 細 胞 、幼 若 結 締 織 母 細 胞 及 多 数 ノ血 管 ヲ有

ス ル 肉芽 結 節(Granulom)二 漸 次 置換 セ ラル ・モ ノナ

ル ヲ認 メ タ リ。 而 シテ 此 ノ際 巨態 細胞 ・・殆 ソ ド生 ゼ

ズ。爾 來 本 結 節 ノ・結 締 織 化 二隔 リ2乃 至3週 ニ シテ全

ク消 失 セ リ。 即 チ ソ ノ詳 細 二記 載 セ ル虜 ヲ見 ル ニ 、斯

ノ・本 質 二於 テ余 ノ得 タル 塵 ト異 ナ ラ ズ。唯 彼 ノ・脱 脂 歯

ノ場 合 、之 二 向 ヒテ集 籏 セ ノレ白血 球 ・・、 最 後 迄 生活 力

ヲ有 シ、貧 喰菌 盤 ヲ周 邊 二蓮 ブ可 ク積 極 的 活 動 ヲ管 ム

ニ反 シ、蝋 脂 質 ノ場 合 二於 テ ハ膿 瘍 様 竈 ヲ形 成 シ、 ソ

ノ場 二於 テ 崩 壌 シテ 受働 的 二 軍 核 貧 喰細 胞 ニ ヨ リテ

周 邊 二運 バル モ ノ ト シ、 雨 者 ノ差 異 ヲ明 カニ ス レ ド

モ、余 ノ場 合 二於 テ ・・常 二何 レ ノ脱 脂 菌 ヲ以 テス ル モ

膿 瘍 様 白血 球 集 籏 塊 ヲ認 メ タ リ。更 二第 ニ ノ相 異 ・・彼

が 巨態 細 胞 欝 キニ 反 シ 余 ・・一 般 二多 数 二 之 ヲ認 メ タ

ル コ ト ・ス。 惟 フ ニ斯 カル 相 異 ノ・、恐 ラ ク菌 量 ノ差 二

基 クモ ノナ ル 可 ク、而 シテ恰 モ彼 が稀 薄 液 ノ場 合 ニ ハ

巨態 細 胞 少 ク、 反 之 、濃 厚 液 ノ場 合 ニノ・ソ ノ粗大 菌穎

粒 ノ周 園 二或 ノ・叉 菌 液 中 二混 在 セ シi練状 屑 、紙 碑i片等

ノ異 物 ノ周 傍 二之 が多 数 ヲ認 メ タ ル ガ如 キノ・、克 ク此

ノ問 ノ消 息 ヲ窺 フ ニ足 ル 可 シ(但 シ菌 量 二 關 シテ ノ・彼

・・之 ヲ記 セ ズ)♂C30)Jaff6(1915).ノ ・家 兎 二牛 型 、 海 狸 二

人 型 結 核 菌 ヲ用 ヒ、之 が 「ク ロ ロホ ル ム」脱 脂 菌 ヲ供試

セ シニ 、 皮 下 接 種 後 生 ゼ シ 小 滲 潤 ハ2週 ニ シテ清 失

シ、何 ラ組 織 攣 化 ヲ示 サ ズ、 腹 腔 内接 種 後 ノ・全 ク病 攣

ナ ク、静 脈 内 接 種 二於 テ モ、大 多数 ハ著 攣 ナ ク、僅 カー

1頭 二肺 臓 内結 核 類 似 結 節 ヲ認 メ タ リ。而 モ之 二封 シ

テ ハ彼 ・・抽 出 セ ラ レザ リ シ菌 燈 ノ 遺 存 二俵 ル カ或 ハ

寧 口偶 然 ノ炎 性 産 物 二過 ギ ズ ト解 シ、 一 方 二於 テ 「ク

ロ ロ ホル ム」抽 出物 が常 二結 核標 攣 化 ヲ惹 起 シ得 タル

コ トヨ リ、 結 核 菌 ノ病 的攣 化 ハ該 抽 出物 ノ ミニ 依 ル

化學 的 刺 戟 二基 クモ ノ ト解 セ リ。(67Raya.Shipman

(1923)ノ ・Morse氏 法(「 エ ー テ ル 」、「アル コ'一一7v」、「ク

ロ ロ ホル ム」)及Lon9氏 法(「 アノレコ ー-7v」、「1'7vオ'一一

7VJ、 「エ ー テ7VJ、 熱 「クnロ ホル ム」、熱 「アル コ ーノ1/」)

二依 ル 雨 脱 脂 菌 ヲ海 瞑 皮 下 及 肺 臓 内 二注 入 シタル ニ、

皮 下 二於 テ ノ・、 化 膿 竈 ヲ綾 リテ、上 皮 様 細 胞 性 繊 維 結

締 織 化 ヲ認 メ、之 が 多 核 白血 球 二乏 シク上 皮 様 細 胞 ヲ

圭 トナ シ、且 多 数 ノ巨 態 細 胞 ヲ散 在 セル ヲ確 認 シ、 叉

肺 臓 二 於 テ ・・上 皮 様 細 胞 性 肉 芽 及 輩 純 上 皮 組 織 共 二

存 シ、往 々数 個 ノ上 皮檬 細 胞 結 節 内 二 巨態 細 胞 多数 二

混 在 セル ヲ認 メ タ リ。 但 シ共 二乾 酪 化 ナ ク、而 モ斯 カ

ル 所 見 ハ 「チ モ テー」脱 脂 菌 、大 腸 菌 脱 脂 菌 或 ハ上 述 抽

出 類 脂 盤 二依 リテモ 生 ズル コ ト ヨ リ、全 ク異 物 反 磨 タ

ル ニ過 ギ ザル 所 以 ヲ弧 調 セ リ。

(30)Kimmelsteilノ ・脱 脂 菌 二依 リテ ・・結 核 結 節 ノ獲 現 ナ

ク、 磯 「リポ イ ド」ノ「エー テル 」抽 出物 ヲ加 ヘ テ、初 メ

テ而 モ僅 力=1頭 二2氏 型 巨 態 細 胞 ヲ認 メ タ ル ニ過
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ギ ズb云 フ。「21Haima.Authur(1929ノ ノ・Raya.Ship・

manノ 脆脂 菌 力絢 「リポ イ ド」 ヲ含 有 セ シ事 實 ヲ指 摘

シ、 彼 等 ノ用 ヒタ ル「Deyckeu.Much.ノPartigen

が乳 酸 ヲ充 分 二作 用 セ シメ タ ル モ ノナ ル 故 ヲ以 テ 、ソ

ノ残 渣 菌 膣 ニ ノ・全 ク 「リポ イ ド」 ノ含 有 ナ キ モ ノ ト解

シ、 而 シテ之 二依 ル 結 核 様 病 攣 形 成 ノ傾 向 が、 所 謂

PartigenF・u・N・ ナ ル 「リポ イ ド」二比 シ著 シク劣 ル

事 實 ヲ暴 ゲテ 、結 核 病 攣 ノ形 成 ・・一 部 ・・異 物 反 磨 トナ

ス 可 キ モ、倫 加 之 後 者 ノ如 キ菌 膣 脂肪 ニ ヨル 特 殊 作 用

ヲモ無 硯 ス 可 ラ ザル所 以 ヲ明 カニ セ リ。

171)Sabin,Doana.Forkner(1930)・ ・結 核 菌 膣 蛋 白 ヲ家

兎 静 脈 内 二接 種 スル 時 ・・血 液 二 白血 球 過 多症 起 リ、登

熱 シ、小 血 管 ニ ノ・各 所 二 出血 傾 向 ヲ認 ムル外 、肺 臓 ニ

ノ・所 謂 間質 性 肺 炎 像 ア リテ 「ク ラ ズ マ トチー テ ソ」 ノ

旺 盛 ナル 浸 潤 ヲ見 ル ト云 ヒ、腹 腔 内接 種 二依 リテ モ大

網 二 出血 、 充 血 ノ外 、同細 胞 ノ浸 潤 ヲ認 メ タ リ。 而 シ

テ本蛋 白・・健 常 、結 核 雨 動 物 二封 シ共 二毒 性 ヲ有 シ、

殊 二後 者 二 著 シク、且 ソノ毒 性 ノ・該 蛋 白水 溶 性 度 二干

行 スbセ ラル 。斯 ノ如 ク彼 等 ・・菌 蛋 白或 ハ叉 死 菌 二i封

スル 反 慮 が 「ク ラス マ トチ ー テ ソ」、多 核 白血 球 浸 潤 ヲ

圭 トナ ス ニ反 シ、燐 脂 質 ニ ノ・「モ ノ チー。テ ソ」、 上 皮様

細 胞 、巨態 細 胞 等 ガ反 鷹 シ、 ソ ノ間 二明 確 ナル 匠 別 ア

リテ、後 者 コ ソ結 核 病 墾 ヲ起 ス可 キ 物質 ナ リ ト唱 へ、

㈹Pinner,N/Doan ,ダ15)Doana.Sabin等 が該 燐 脂 質 ノ

抗 元 性 ヲ立詮 セ シ施 ト相 侯 ツ テ、本 物 質 ノ重 大 性 ヲ喚

起 ス ル ニ 至1/リ 。(6)Bickford(1932)・ ・家 兎 蜘 蛛 膜 下 腔

』是 等 ノ物 質 ヲ注 入 シテ、 菌 蛋 白 ハ淋 巴 球 、 「プ ラ ズ

マ」細 胞 ヲ遊 出 セ シムル ニ過 ギ ザル ニ反 シ
、 生 菌 、 加

熱 死菌 、燐 脂 質 ・・特 殊 細胞(上 皮檬 細 胞 トナル)ヲ 反 磨

セ シムル コ トヲ注 目 セ リ。

然 ル ニ 〔9)Boissevaina.Ryder(1932)・ ・結 核 菌 ノ水 可

溶 性蛋 白ノ・動 物 二 「ツ」「アV/Vギ ー」 ヲ 附與 ス ル ノ ミ
ら

ナ ラズ、結核様組織攣化 ヲモ形成 シ得ル モ ノ ト構 シ、

Sabin,Doana.Forkner及74)Smithburna.Sabinノ

否定説 二相 封立セ リ。

翻 ツ テ余 ノ成 績 ラ観 察 スル ニ、 余 ノ・上 記 諸 設 ノ

相 定 ラザ ル理 由 ノー ガ或 ハ菌 抽 出 法 ノ相 異 二存

スル ヤ ラ慮 リ先 ヅ 之 ガ系 統 的分 類 テ試 ミタ リ。

帥(1)菌膿 蛋 白、 ω全 ク類 脂 質 ナ キ脱 脂 菌(「 アル

コー ル」、「エー テ ル」、「ク ロ ロホ ル ム」抽 出残 渣)

及 ピ(3)從來 吸 牧 困 難 ト考 慮 セ ラ レタル蝋 脂質 ノ

ミテ附著 シ、燐 脂 質 「ア セ ト ン」可溶 脂 肪 テ鋏如

セル脱 脂 菌(「 ア セ トン」、 「メ タ ノー ル」抽 出 残

渣)、加 之 、 上記 各脱 脂 菌 ガ倫 抗 酸 性 テ有 セ シニ

鑑 ミ、 ω是 等 ノ脱 脂 剤 ノ未 ダ作 用 シ得 ザ ル菌 膿

内抗 酸 性 物 質 ラ破 壌 シ得 タ リ ト考 ヘ ラル 臭 素作

用 菌(之 ノ・抗 酸 性 ノボ 態 ガ軍 二蝋 檬 被 膜 ノ ミ.二

存 セ ズ、膿 内構 成 因 子 二關 與 スル コ ト多 キ ラ認

メ ラル ・今 日 ノ見 解 ヨ リ當 然 推 論 セ ラル(第 一

報 参 照))テ 以 テ實 験 二供 セ リ.然 ル ニ弦 二認 メ

得 タル各 實 験 ノ結 果 ノ・改 メ テ逐 一 詳 述 ス ル迄 モ

ナ ク、 ソ ノ本 質 二於 テノ・全 ク軌 テー ニ ス ル庭 ト

ナ レ リ。 即最 初 各菌 艦 二向 ヒ テ蝟集 セ シ多核 白

血 球 ノ崩 壊 、 吸 牧 二件 ヒ、 ソ ノ周 邊 ニノ・所 謂 上

皮 様 細 胞 性 結 核 類 似 ノ肉芽 組 織 ラ認 メ、 而 シテ

之 ガ躯iテ繊 維 性 結 締 織 二依 リテ全 ク置 換 セ ラル

ト共 二反 慮 ノ終焔 テ途 グル テ見 タ リ。 此 ノ際 何

レ ノ場 合 二於 テ モ乾 酪 化 ノ片 鱗 ラ グ ニ窺 ノ、ズ
。

若 シモ以 上 総 テ ノ場 合 二認 メ タル 上 皮様 細 胞 性

結 核 様 肉 芽組 織 ノ登 現 二封 シ、 之 ラ以 テ結 核 二

特 異 ナル組 織 反慮 ト見 倣 スニ於 テノ・結核 菌 中蝋

脂 質 、 燐 脂 質、 「アセ ト ン」可 溶 脂肪 等 ノ存 在 ナ

ク トモ、 或 ハ強 ヒテ斯 カ ル幅 別 テ行 ノ・ズ、 輩 二

菌 膣 「リボ イ ド」乃 至 脂 肪 ノ鋏 除 ト解 スル ニ於 テ

モ、 或 ノ・又 抗 酸 性物 質 ノ存 在 ナ ク トモ、 軍 一 ソ

ノ脱 却 菌 艘 、或 ノ・菌 禮 蛋 白 ノ ミニ依 リテ、爾 之 ラ

求 メ得 ベ キ モ ノ ト考 ヘ ザ ル ラ得 ズ。 即 チ此 ノ意

味 二於 テ ノ・Strausa.Gamaleia,Kimmerstiel,

Sternberg或 ノ・殊 二Jaff6,Bickford等 ノ所 詮

ノ・最 早 全 ク之 ラ承 認 シ難 久 寧 ロEngelhardt
,

ThistowitschGiaxa,Boccardi等 二加澹 ス可

キ庭 トナ ル可 シ。 然 レ ドモ弦 二 戒 心 ス 可 キノ・

Engelhardt以 下 後 者 二属 スル諸 學 者 ガ、 以 テ

特 異 的結 核 攣 化 トナ ス上 述 結 節 乃 至 肉芽 組 織 ガ

果 シテ兵 二然 ル ヤ否 ヤ、 或 ノ・却 テRaya.Shi-

pman・Baumgarten等 ノ云 フ如 ク寧 ロ斯 ノ・異

物 結 節 二非 ル ヤ ノ問題 ナ リ。 余 ノ成 績 二於 テ常

二所 謂 上皮 様 細 胞 性 結 核 様 肉芽 組 織 ノ登 生 テ認

人 ソ ノ繊 維 化 二至 ル或 ル時 期 二於 テ ノ・厘 くソ

ノ結 節状 ラ ナ シテ恰 モ結 核 結 節 二類 スル モ ノア
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ル テ登 見 シ得 タ ルノ・事 實 ナ レ ドモ、 該 結 節 ノ・極

メ テ不 規則 ニ シテ、 眞 正 結 核 二見 ル如 キ所 謂 結

節 トノ・趣 テ異 一 シ、 乾 酪 化或 ハ 壌 死 二陥 ラズ、

淋 巴球 ノ關與 モ極 メ テ塞 々 タ リ。 而 モ ソ ノ配 列

ノ・著 シ ク雑 然 タル モ ノ ー シテ、 上 皮様 細 胞 テ園

続 シテ特 有 ノ配 列 テ示 ス コ トナ シ。 素 ヨ リ眞 正

結 核 ト難 モ、 ソ ノ病 型 極 メ テ複 雑 多 岐 二亙 ル ハ

周 知 ノ事 實 ナ レ ドモ、 ソノ結 節 ノ組 織 學 的 特 徴

ノ・凡 テ ノ 場 合 相 等 シキモ ノ ト認 メ テ可 ナ ル ベ

久 上 記 セ シガ如 キ組 織 像 ハ甚 シキ異 例 ト云 ノ・

ザ ル テ得 ズ。 更 二上述 所謂 結核 様 肉芽 組 織 ニ ハ

常 二極 メテ多 数 ノ血 管 テ認 メ タ リ。 眞 正 結 核 ニ

シテ、 ソ ノ治 癒 的 傾 向 彊 キ揚 合 、 往 々乾 酪 化 ナ

ク繊 維 性 檜 殖 二移 行 、清 失 スル場 合 存 ス レ ドモ、

少 ク トモ ソ ノ結 核 性 攣 化 テ呈 セ ル期 間 二於 テノ・

現 今 之 ガ血 管 二極 メ テ乏 シ ク、或 ノ・全 ク之 テ訣

除 セ ル ヲ以 テ ソ ノ特 徴 ト稻 セ ラル。

斯 ク観 ジ來 レバ上 記 余 ノ得 タル病 攣 所 見 テ直 チ

ニ結 核 ト關 聯 セ シメ、 之 ラ特 殊 ノ意 義 テ以 テ解

繹 スル ニ ハ甚 シク躊 躇 テ感 ゼ ザ ル テ得 ズ。 一 方

二於 テ余 ノ・「チ モ テー」脱 脂 菌 ト 同法 ニ ヨル人

型 、 鳥 型 雨 結 核 睨脂 菌 ノ同 一 量 ラ以 テ シ テ、 是

等 ノ間 二全 ク同 檬 、 同 程 度 ノ組 織 攣 化 ラ認 メ タ

リ。此 ノ際 假 令「チモ テー」生菌 ノ病 原 性 テ主 張 ス

ル ー 部 ノ主 張 テ認 容 スル トモ、 之 ガ結 核 生 菌 ノ

比 二非 ル ノ・明 カ ー シテ、從 ツ テ若 シ上 記 脱 脂 菌

一 シテ毒 性 テ有 スル ナ ラバ、 ソ ノ間 自 ラ顯 著 ナ

ル相 違 アル可 キ ニ不 拘 、 而 モ斯 ノ如 キ 同一 性 ヲ

認 メ タル ノ・畢 寛 本攣 化 ガ菌 艦 内特 殊 毒素 二基 カ

ザ ル所 以 テ明示 スル モノ ト云 フ可 久 即 チ此 ノ際

毒 素 ガ抽 出 二依 リテ除 カ レタ ル ヤ否 ヤ ハ暫 ク措

キ、 少 ク トモ本 脱 脂 菌 二依 ル反 慮 ハ之 ラ異 物 反

磨 ト解 シテ毫 モ妨 ゲ ナ キ理 ナ ル可 シ。既 二結 核 、

「チモ テー」本 脱 脂 菌 ニ シテ然 リ。 サ レバ之 ト全

ク本 質 的 二 同一 ナル 爾他 菌 罷i二依 ル病 憂 亦 異 物

反 慮 タル ノ・自 ラ推 論 シ得 プル ・塵 ナ ル可 シ。

嚢 二余 ハ互 態 細 胞 ノ 獲 現 ガ菌 膣 ノ 種 類 二論 ナ

ク、全 ク ソノ注 入菌 量 ト相 關 聯 セ シ事 實 テ認 メ

タ リ。 斯 ノ如 キ ハ余 ノ見 解 二克 クー 致 スル モ ノ

ト信 ぜ ラル。 ソ ノ際 菌膿 ノ抽 出大 ナ ル程 反 慮 急

速 二経 過 シ、 ソ ノ吸 牧 亦 容 易ナ ル テ記 載 セ リ。

斯 ハ 注 入菌 膿 ノ異 物 トシテ ノ物 理 的 相 違 テ意 味

スル モ ノニ シテ、 難i吸牧 性 、i難浦 化 性 ナ ル菌 骨豊

脂 質 ノ含 有 ノ多寡 二基 クニ他 ナ ラズ。 而 シテ之

ガ決 シテ、該 脱 脂 菌 ソ ノモ ノ ・特 殊 作 用 二依 ル

ニ非 ル所 以 ハ 上 述 セ シ塵 ヨ リ 自 ラ明 カナ ル可

シ 。

從來上皮檬細胞、亘態細胞等 ノ登現 ガ結核菌ノ

外被 ヲ形成 セル蝋様脂質 ノ難吸牧性二基 クト稔

スルー部 ノ所詮 アリ。余 ノ場合、出現 セル亘態

細胞ノ・所謂異物型二属 スルモ ノモ存 スレドモ、
'

亦 ラ氏型 テ トル モ ノ齢 カ ラズ。 而 シテ斯 カル ラ

氏 型 亘態 細胞 ト錐 モ、 高 度 ナ ル脱 脂 結 核 菌 或 ハ

菌 膿 蛋 白 二依 リテ ス ラ、 多 撒 二之 テ認 メ、 或 ノ・

寧 ロ脱 脂 セザ ル モ ノー比 シ却 テ遙 カ ニ多撒 二出

現 セ リ。上皮 様 細 胞 二至 リテノ・更 二論 ナ シ。之 ヨ

リセ バ結 核 二於 ケル 是 等 ノ細 胞 ノ出現 ハ更 二他

ノ因子 二基 ク モ ノ ト推 察 セ ラル。 同時 ニ ラ氏 型

亘 態 細 胞 ナ ル モ ノ ガ、,果 シテ上 記 一 部 學 者 ノ認

ムル 如 久 之 テ以 テ殊 二死 菌 乃 至 脱 脂 菌 ノ病 攣

ラ結 核 特 異 性 トナ ス可 キ有 力 ナ ル論 縁 タ リ得 可

キ ヤ否 ヤ甚 ダ疑 ヒナ キ能 ノ・ズ(後 述 第 六報 参 照)。

要 之 、余 ノ・加 熱 死 結 核 菌 ソ ノ他 、脱 脂 菌 二基 ク組

織憂 化 ガ軍 二結 核 菌 二由 來 スル ノ故 テ以 テ之 ラ

特 異 的 二解 繹 セ ン トスル ー 部 ノ諸 設 ニ ノ、質 スル

能 ノ・ズ、 該 量 化 ノ・全 ク異 物 反 慮 タル以 外 一 歩 モ

出 デ ザ ル モ ノ ト信 ズル モ ノニ シテ、 斯 ノ如 キハ

余 ガ嚢 二各 章 考 按 二於 テ種 々指 摘 セ シ塵 二徴 ス

ル モ亦 明確 ナル可 キ所 以 ト思 惟 ス。 此 ノ意 味 二

於 テ更 二有 力 ナル ーニ ノ所 設 テ省 ル ニ、(74)Smi-

thburna.Sabin(1932)ノ ・人 型 菌 「アル コー ル」、

「工 一 テ ル」、 「クロ ロホ ル ム」脱 脂 菌 テ家 兎皮 下

二注 射 後(全 量1.3醒>23日(最 初 ノ注 射 日 ヨ リ)

ニ シテ之 ヲ検 鏡 スル ニ肉 眼 的 二膿 瘍 ト認 メ ラ レ

タ ル部 ハ上 皮 檬 細 胞 集 團 ノ中 心部 二乾 酪 化 ヲ示

セ ル モ ノナ リ シ ト云 ヒ、 又 静脈 内注 射 二依 リテ

モ肺 臓 二(37日 後)多 撒 ノ亘 態 細 胞 、上 皮 様 細 胞

ヨ リ成 ル結 核 様 結 節 ア リテ往 々 ソノ 中心 二乾 酪
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化 テ見 タ リ ト云 ヘ リ。 余 ノ・同 ジ脱 脂 法 ヲ以 テ セ

ル人 型 脱 脂 菌5延 テ注 射 ス レ ドモ、 彼 等 ノ云 フ

ガ如 キ乾 酪 化 ハ認 ムル能 ノ・ズ。 但 シ上皮 檬 細胞

集 團 内 二膿 瘍 竈 ノ・認 メ タ リ。 此 ノ際 之 ガ軍 二菌

量 ノ相 異 二基 ク トハ考 ヘ ラ レズ。 即 チ彼 等 ガ以

テ乾 酪 竈 トナ スハ余 ヲ以 テ之 テ見 レバ蓋 シ膿 瘍

二過 ギ ザ ル モ ノニ シ テ決 シテ結 核 菌 二特 有 ナ ル

憂 化 二非 ズ。更 二又 彼 等 ハ加 熱 死 菌 乃 至 上記 脱

脂 菌 二依 ル病 攣 ガ結 核 菌 燐 脂 質 ノ夫 ヨ リ複 雑 ニ

シテ、三 者 ノ・齊 シ ク結 核 檬 攣 化 及 上皮 様 細胞(超

生農 染 色 二基 キ 彼 等 ハ之 ラ以 テ 特 殊 細 胞 トナ

ス)テ 形 成 ス レ ドモ、 前 二 者 ノ場 合 ニハ貧 喰 「ク

ラス マ トチー テ ン」、白血球 、 結 締 織 母 細 胞 等 ノ

諸 細胞 多撒 二表 バ レル ニ反 シ(就 中加熱 死 菌 二

最 モ著 シ)、燐 脂 質 ノ場 合 ニハ著 シク病 憂 軍 純 ニ

シテ殆 ン ド上 皮 様 細 胞 及 亘態 細胞 ノ ミテ主 トナ

セル テ認 メ、 之 テ論 明 シ テ、 加 熱 乃 至 脆脂 菌 ハ

爾 ソノ中 二蛋 白、 多糖 類 等 テ含 有 セル 爲 、 ソ ノ

夫 々 ノ刺 戟 二依 ル 細胞 ノ遊 出 ヲ來 セ シモ ノナ リ

Nl昌ヘ タ リ。 而 シテ多糖 類 ハ主 トシテ多核 白血

球 テ趨 化 且之 テ破 壌 スル特 性 テ有 シ、蛋 白 ハ 「プ

ラズ マ」 細 胞 テ殊 二著 明 二遊 出 スル特 性 テ有 ス

ト云 フ。(55)Millerモ 亦 結 核 菌 蛋 白 ノ・「プ ラズ マ」

細胞 二特 殊 ノ關 係 テ有 シ且 之 ハ血 管 内皮 細 胞 二

有 毒 ニ シテ出 血 テ來 ス傾 向 ア リ ト云 ヘ リ。 然 ル

ニ余 ノ成績 ラ見 ル ニ蛋 白注 射 ノ場 合 二限 リテ特

二出血 著 明 ナ リ シ トノ・認 メ難 ク
、 加 之 、「プ ラズ

マ」細胞 ノ出 現 ノ・殆 ン ド謹 スル能 ハ ズ。 又 余 ノ

用 ヒタ ル腕 脂 菌 ハ ソ ノ燐 脂 質 テ有 スル ト否 トニ

拘 ラズ、 上 皮様 細 胞 性 結 核 類 似 攣 化 ノ・毎 常 之 テ

認 メタ リ。 而 モ ソ ノ出 現 ノ遅 速 二關 シ テノ・一 定

ノ序列 ラ認 メ難 シ。 加 之 、 例 令 燐 脂 質 ナ キ菌 禮

蛋 白 ノ場 合 ト錐 モ、 特 二上 皮 様 細 胞 多 キ トノ・認

メ難 ク、 而 モ却 テ之 ハ加 熱 死 菌 ノ如 キ燐 脂 質 含

有 大 ナル モ ノ ヨ リ遙 カ ニ多 数 ノ亘 態 細 胞 テ形 成

セ リ。更 二又 加熱 死 菌 ノ揚 合 二認 メ タル貧 喰 「ク

ラ スマ トチー テ ン」、白血 球 等 ノ出 現 ト脱 脂 菌 ノ

場 合 ノ夫 トノ間 ニノ・何 ラ強 弱 ノ差 ラ認 メズ。 斯

ク観 ジ來 レバ 、 彼 等 ノ所 読 ニ ハ甚 グ シ ク多 撒 ノ

矛 盾 ア リテ、 余 ハ之 ヲ 凡 テ ノ角 度 ヨ リ見 テ全 ク

承 認 シ能 ハ ザ ル ナ リ。 惟 フニ斯 カル 見解 ノ相 違

ヲ來 セ シ所 以 ノ・、 彼 等 ノ實 験 ガ極 メ テ少 撒 ニ シ

テ、余 ノ如 キ系統 的 観 察 テ鋏 キ(例 ヘ バ ソ ノ加

熱 死 菌 テ以 テ セ ル ノ、僅 二17、22、30日 ノ3同 ニ

シテ、脱 脂 菌 ノ夫 ノ・唯13、37日 ノ2同 二止 マ ル

ガ如 ク)、 從 ツテ ソ ノ制 定 ガ 極 メ テ制 限 セ ラ レ

テ、 自 ラ掲 断 的 決 定 テ下 ス ニ至 リタ ル モ ノ ト思

惟 セ ラル。 即 チ彼 等 ノ・全 ク時期 テ省 ミザ リ シモ

ノニ シテ、 若 シ余 ノ場 合 二於 テ モ彼等 ノ如 キ観

察 法 ラ執 ル ニ及 ベ バ、 後 期 二於 テ観 察 セ シモ ノ

ハ注 入物 ヲ論 ズル事 ナ ク凡 テ上皮 檬 細 胞 多 ク、

特 殊 性 大 ナ リ ト見 倣 シ得 ラル可 久 反 之、 偶 々

前 期 二於 テ観 察 セ ラ レシ モ ノハ貧 喰 細胞 、 白血

球 多 シ トセ ラル ガ如 キ、 極 メ テ奇 怪 ナ ル結 論 ヲ

付 スル ノ止 ムナ キ ニ至 ル可 シ。 余 素 ヨ リ之 ラ執

ラザ ル虎 トス。

〔6)Bickford(1932)ノ ・菌 蛋 白 ハ淋 巴 球
、 「プ ラズ

マ」細 胞 及 「ク ラズ マ トチー テ ン」ラ遊 出 セ シ ム

ル ニ反 シ、 加 熱 死 菌 、 生 菌 、 燐 脂 質 ハ特 殊 細胞

(後 二上 皮 様 細 胞 トナル)ラ 圭 トシテ反 慮 セ シム

ト シテ、 之 テ家 兎蜘 蛛 膜 下腔 注 入 ニ ヨ リテ實 謹

セ リ。 此 ノ際 氏 ノ云 フ特 殊 細胞 トノ・超 生禮 染 色

一 テ、 原形 質 二同 ジ 染 色 度(Neutralred)ノ 同

大 穎 粒 状 室 胞 テ有 ス ル モ ノラ指 シ、艇 テ之 バー

定 時 日後 該 室 泡 ノ大 サ減 少 スル ト共 二撒 テ増 シ

テ、 定 型 的 上 皮 檬 細 胞 二攣 ズ ル モ ノニ シテ、 反

之 「ク ラズ マ トチー テ ン」ハ異 ル染 色度 ト大 サ テ

有 ス ル室 泡 テ具 ヘ タル モ ノ テ指 セ リ。 余 ノ場 合

ハ 固 定 標 本 ナ ル テ以 テ雨 者 テ緋 ズル ニ術 ナ ク
、

之 ガ批 判 テ下 ス能 ハ ザ レ ドモ、 少 ク トモ菌 蛋 白

ノ場 合 二特 二淋 巴 球 、 「プ ラズ マ」細胞 多 カ リシ

トノ・云 ヒ得 ザ ル ナ リ。

最 後 二(71'73)「74)Sabin-一派 ノ 上 記 所 論 ラ省 ル ニ、

彼 等 ハ結 核 菌 燐脂 質 テ以 テ特 二上 皮様 細 胞 及 ラ

氏 型 亘態 細 胞 ノ形 成 能 ア リ トシ、 之 テ以 テ特 殊

結 核 登 生 ノ有 力 ナル 因 子 ト解 セ リ。 然 ル ニ余 ノ

場 合 二於 テノ・燐 脂 質 ナ キ脱 脂 菌(A-M.菌 、A.

E・C.菌 、 「エ ー テル」脱 脂 菌)二 依 リテ モ、 克 ク



472 森=非 抗酸性結核菌拉二結核菌髄成分二依ル免疫 ト組織墾化ノ研究 【第16巻

是 等 ノ細 胞 ノ登 生 テ認 メ、或 ハ寧 ロ高 度 ニ シテ、

又 「デ セ トン」可 溶 脂 肪 ナ ク トモ、 蝋 脂 質 ナ ク ト

モ(菌 禮 蛋 臼A.E.C.)、 何 レモ之 ラ認 メ得 タ

リ。 假 令此 ノ際 一 歩 ラ譲 リテ、 該 脱 脂 菌 ガ未 グ

完 全 ナ ル脱 脂 テ得 ザ ル モ ノ トス ル モ ソ ノ含 有 量

遙 二少 キハ 當 然 推 察 セ ラル可 キ塵 ナ1ノバ、 上 述

ノ所 論 ハ依 然 克 ク適 用 セ ラ レ、 自ロチ之 ヨ リセ バ

Sabin等 ノ所 設 ニハ ー抹 ノ疑 義 ナ キ能 ハ ザ ル ナ

リ。 之 二 關 シテハ夫 々 ノ「リボ イ ド」自膿 ラ以 テ

セ ル後 記 實 験 二於 テ更 二検 討 ス可 シ。

第十章 結 論

〈1)人 型 結 核 加 熱 死 菌 、 同 臭素 瓦 斯脱 脂 菌 、 同

「エ ー テル」脱 脂 菌
、 同 上 「ア セ ト ン」、「メ タ ノー

ル」脱 脂 菌 、 同 「アル コー ル」、 「エ ー テル」、 「ク

ロ ロホ ル ム」脱 脂 菌 、同 菌膿 蛋 白、及 鳥 型結 核 菌 、

「ア ル コ ー ル」
、「エー テ ル」、「●クロ ロホ ル ム」脱 脂

菌 、 「チ モ テ ー」同脱 脂 菌 テ以 テ、 海 狽 、 家 兎、

「マ ウ ス」皮 下 二於 ケ ル組 織 反 慮 ラ検 スル ニ、 各

菌 禮 、 個 膿 二依 リテ多 少 ノ遅 速 ア レ ドモ、 該 反

慮 ノ、本 質 的 二軌 ラー ニ セ リ。

(2)各 菌 膿 中 一般 二脱 脂 高 度 ナ ル モ ノ程 反 慮 ノ

終 焔 速 カ ニ シテ吸 牧 容 易 ナ ル傾 向 ア リ。

(3)亘 態 細胞 ノ登 現 ハ脱 脂 法 二 關係 ナ ク寧 ロ注

入菌 量 トZF行 性 テ有7.。

(4)臭 素 瓦 斯 作 用 非 抗 酸 性 結 核 菌 ハ 加 熱 死 菌9

比 シ繊 維 化 二赴 ク コ ト早 シ。

(5)人 型 結 核 生 菌 ハ梅 瞑 二封 シ最 モ 毒 性 張 ク、

家 兎 之 二次 グ。 「マ ウ ス」二於 ケ ル病 憂 ハ進 行 性

ナ ラズ、 且 治 癒 傾 向著 シ。

〈6)各 種 菌 膿 二於 ケル病 攣 ノ・反 之 、 動 物 種 脇 ノ

差違 トー定 ノ關係 テ有 セズ。各菌盟 二基 ク組織

憂化ノ・、 ソノ経過中、所謂類上皮細胞性結核様

肉芽組織或ノ・往々同結核様結節 二類 スル所見ラ

出現 セ シムレドモ、常二之ノ・繊維化 二赴 キ癩痕

治癒 ノ状態 ラ以テ終焔 ス。決 シテ乾酪化二至 ラ

ズ。

(7)「 ラ」氏型亘態細胞・上皮様細胞 ノ奪現ハ結

核菌「リボ イ ド」ノ存在ナクトモ之テ得、「チモテ

ー」脱脂菌、墨汁二依 リテモ亦之テ認メ得 タリ。

(8)各 菌膿二基 ク反磨ハ凡ユル立場 ヨリ考察 シ

テ、特二結核 ト特異的關聯性テ有 スル如 ク解ス

ル能ノ、ズ、寧 ロ斯ノ、異物反慮 ト解 スルテ以デ妥

當 ト信ズ。

(附記)本 實験 テ行 フニ際 シ、非常戦時局下盆

々御多忙ナルニ不拘、終始御懇篤ナル御指導 ト

御鞭捷 テ賜 リタル恩師戸田、赤岩雨教授 二封 シ

深甚 ノ謝意ヲ表 スル ト共二、有盆ナル御助言 ラ

賜 リタル本學病理學大野教授 二封 シ深謝 ス。

附圖説明

(1)「 チモ テー 」、 「アル コー ノレ」、「ヒ ー テ ル」、「ク ロ ロ

ホル ム」脱 脂 菌 注 入後 二20日 目 肉 芽 竈 所 見 。,(湖 冥)

160×H・E.染 色。

(2)鳥 型 「アノレコー ル 」、「エ ー テル 」、「ク ロ ロ ホル ム」

脱 脂 結 核 菌 注 入 後25日 目 肉芽 竈 所 見 。(海 ≦冥)200

×-H.E.染 色 。

(3)人 型 結 核 菌 髄 蛋 白注 入 後25日 目上 皮様 細 胞 性 肉

芽 竈 所 見 。(家 兎)200×H・E・ 染 色 。.

(4)人 型 結 核 生 菌 注 入 後50日 目乾 酪化 「右 上)セ ル 肉

芽 竈 ノ・一一・:部ヲ示 ス 。(海6冥)150×H.E.染 色 。

(5)人 型 結 核加 勲 死 菌 注入 後40日 目上 皮 様 細 胞 性 肉

芽 竈 所 見 。(家 兎)200×H.E・ 染 色 。

(6)人 型 結 核 菌 盤 蛋 白注 入 後40日 目巨 態 細 胞 性 肉 芽

竈 所 見 。(海 狸)210×H.E・ 染 色 。

(7)鳥 型 結 核 「アノvコ'"7v」 、「工 陶 テル 」・「ク"ロ ホル

ム」脱 脂 菌 注入 後30日 目所 見 。(海 狸)160× 「アザ

ソ・マ ロ リー」染 色 。

(8)人 型 結 核 臭 素 瓦 斯 脱 脂 菌 注 入 後35日 目結 節類 似

肉 芽 竈 ノー 部 ヲ示 ス。(海 狸)80×H・E・ 染 色。

(9)人 型 結 核 「アル コ ール 」、「エ ー テル 」、「ク ロ ロ ホル

ム」睨脂 菌 注 入 後40日 目多 数 ノ「ラ」氏 型 巨態 細 胞 浸

潤 セル 肉芽 竈 ノー一部 ヲ示 ス。(海 狸)210xH.E.染
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色 。

(10)人 型 結 核菌 膣 蛋 白注 入 後40日 目所 見 。(海 狸)80

×H.E.染 色 。

(11)人 型結 核Ik菌 注入30日 目所見。 白血球 竈(左 上)

及混清 肉芽竈 ヲ示ス。(家 兎)170×H.E・ 染色。

文 獄

1) Abel,  Uber d.  Wirkg  abgetOt. Tbc. B. auf. 
die Lunge v. Kaninchen bei Inj. in die Trachea; 
D. M. W. 1892, S. 482. 2) Alexa, Annales de 
l'institut. Pasteur. 42. (1928). 3)  Auche et 
Hobbs, C. d. S. Biol. 1897,  p. 923. 4) 
Baumgarten,  Uber patho-histol. Wirkg. u. Wir-
ksamkeit d. Tbk. B; Verh. d. Deutsch. Path. 
Gesel. 4 Tag (1902). 5) Bergel, Z. f. Tbk 

(1914)(cit. a.  75). 6) Bickford, Gellular React. 
in the Meninges of Rabbitis to Tuberculo Protein, 
lipin,  d.. polysaccharid, compared with the effekt
of t. b. c. Rabbits; J. exp. M. Bd. 56, S. 39. 

(1932). 7) Boccardi, D. M. W. 1900. S. 409. 
8) Borschardt,  Uber die Einatmung verschie-
dener  Kohlenstaubarten; Virch. Archiv. Bd. 271, 
S. 366. (1927). 9) Boissevain a. Ryder, Some 
observations on chemical a. biological properties 
of the phosphatid from tbc. B; Amer. Rev. tbc.
Vol. 24. (1931). 10) Boquet, Cit.  a. 80. 11) 

 Cantacucene, Recherches sur la  maladie exp. 
 prologue par  l'inoculation de bacilles tuberculeux 

de gaisses; Ann. Inst. Past. 1905, p. 699. 12) 
Calmett, Cit.  d. 80. 13)  Co;net, Die Tbk. 
Wien. I (1907). Cit.  a. 30. 14) Doan, Proc. 
Soc. Biol. et Med. 26,  p. 672. (1929). 15) Doan 
a. Sabin, J. exp. Med. Vol. 52. Suppl. 3, p. 140. 
(1930). 16) Engelhardt, Histol.  Veriind. nahc
Einspritzg.  abgetiit. Thk. B; Zeitsch. f. Hygiene. 
Bd. 41, S. 244. (1902). 17) Fokker, Cit. a. 76. 

(II). 18) Gamaleia, Verneuil; Etude etc. sur 
 la tbc; Bd. 3, p. 433. (cit. a. 31). 19) Giaxa, 

Ref. Zbl. f. Bakt. Bd. 30,  S. 670. (1901). 20) 
Grancher u. Martin, Zbl. f. Bakt. Ref. Bd. 10, 
S. 298. (1891). 21) Haim a. Authur, Exp. 
Immunbiol. Untersuch. an d. Schweinhaut  fiber
d. Erzeugung u. Tuberkeln u. Tuberkuloide  Str-
ukturen u. s. w; Beitr. z.  Kl. Tbk. Bd. 71. (1929).
22)華 岡,肺 臓 ノ異 物.十 全 會雑.37卷.3,9號.

38卷.5號.(昭8).23)原 澤,結 核菌 皮 下 接

種 二依 ル 白鼠 ノ病 理 組 織 的變 化 二就 テ.細 雑.399

號.P.387.(昭4).24)Hamburger,UberTbk-

Immunitat;Beitr.z.Kl.Tbk.Bd.12.(1909),Bd.

18.(1910).25)久 持,抗 酸 性菌 ノ家 兎 耳静 脈 内

注 入 二因 ス ル 肺 臓 ノ早 期 組 織 反應 二就 テ.満醫 雑.

22卷.5號.(1935).26)廣瀨,諸 種 抗 酸 性 菌

ノ實驗 的 研 究.「vプ ラ」.5卷.(1931).27)石 原,

人型 結 核 菌 ヲ以 テ セル 家鶏 ノ感 受 性竝 ニ ソ ノ原 因

的 考 究.細 雑.10卷.(1922).28)糸 川,牛 透 膜

ヲ以 テ セ ル結 核 菌 二依 ル 動 物 實驗 ノ成 績.慶應醫

學.7卷.99頁.(昭2).29)伊 藤,(1)二,三

結 核菌 静 注 ニ ヨル 家 兎 肺 ノ病變 二就 テ.北 海 道醫.

10年.3號.470頁.(昭7).(II)組 織 球 二對 ス ル 各

種 理 化學 刺 戟 ノ異 物 巨 細 胞 形 成 二及 ボ ス影 響.同.

9年.11號.(昭6).30)Jaffe,(1)Path.anat.

 Verand. nach Injekt. einzelner Bestandteile d. 
Tbk. B; Frankf. Zeitsch. f. Path. Bd. 17, S. 34. 

 (1915).  (II)D. M. W. 1921. Cit. a. 21. 31) 
Kockel, Nachtrag zu 53; Ziegl. Beitr. Bd. 16, 
S.  256.  (1894). 32) Koch, D. M. W. 1891, S. 
17. 33) Kostjurine  a. Krausky, Cit. a. 76. 
34) Kostenitsch, Arch. de. med. exp. Nr. 1,
1893.Cit.a.31.35)小 辰,諸 種 抗 酸 性 菌 氣

管 内接 種 二依 ル肺 臓 病變.日 新 留 學.20巻.(昭5).

491頁.36)Klopostock,Imm.u.Allergiebei

Tbk; Zeitschr. f. Tbk. Bd. 65. (1932). 37) 
Kimmerstiel, Cit. a. 21. 38) Kelber,  Ober d. 
Wirkung todter Tbk. B; Arb. an d. Gel. d. Path. 
Anat. u. Bakt. herusg. von Baumgarten. H. 2, S. 
378.  (1912). 39) Klett, Ebenda. H. 8, S. 129.

(1912) Git. a. 30. 40) Kraemer, Discussion bei 
5 Tag. d. Verh. d. Deutsch. Path. Gescl. (1902). 
41) Krause, Cit. n.  Willis (Studies on the tbc. 

 inf. Amer. Rev. Tbc. Vol.  II  (1925). Vol. 18. 

 (1928) 42) Krompecher, Ann. Inst. Pasteur.
Bd.14,P.723.(1900).43)川 村,淋 巴系 統 二

俵 ル 結 核 菌 播 布 二 關 ス ル實驗 的 研 究 結 核.15卷.

9號.1043頁.(1937).44)Lange(Br),Clt.

a. 80. 45) Long a. Vorwald, Comparison 
of tissuereactions of Testicutar inoculation 
of acidfast B: Amer. Rev. Tbc. Vol. 25, p. 
614. (1932). 46) Lewis  a. Sandrson, Histol.
expression of the natural resisnce of rabbits 
to inf. with human a. bovine tbc. bac; J. exp. 

 Med. 45, p. 291. (1927). 47) Lebodeau-
Lebard a. Grancher, Arch. de med. exp. p. 1.
(1892); Nr. 2. (1891). Cit. a. 31. 48) Lubenau, 
Exp. Staubinhalationserkrankg. d.  Lunge; Arch. 
f. Hyg. Bd. 63, S. 391. (1907). 49) Machkur, 
Zbl. f. Bakt. Bd. 38.  (1905).  50) Mafucci, 

 Ober d. Wirkg. d. reinen. sterilen  Kul  turen d.



476森=非 抗酸性結 核菌蛇 二結核菌髄成分 二依 ル免疫 ト組織 攣化 ノ研究 【第16巻

Tbk. B: Zbl. f. Path. Bd. 1, S. 825. (1890). 51) 
Martin, Cit. a 30. 52) Martin u. Vaudremer, 
C. R. Soc. Biol. Nr. 28.  Cit.  a..   53) Masur, 
Zur Kenntniss von d. Wirkg. todter Tbk. B; 

 Ziegl. Beitr. Bd. 16, S. 257. (1894). 54)  Miller, 

 (  I  ) D. M. W.  S. 376. (1898). (II) Zbl. f. Bakt. 
Bd. 25, Abt.  I.  (189). 55) Miller, The induced 
development a. histogenesis of plasma cells; J.
exp・Med.Vol.54,P.333.(1931).56)南,人

型 死 結 核 菌 ノ生 結 核 菌 感 染 二對 ス ル 免 疫 作 用.結

核 ・3卷.689頁.(大 正14).57)湊 川,(1)結

核 肺 二於 ケル 各 種 病 攣 ノ成 立 機 轄 二 關 ス ル 考察.

長 崎 賂 雑.10巻.10號.(11召7),11巻.1號.(昭8).

(II)結 核 菌 数 ト肺 結 核 組 織 的病 型 ト ノ關 係 長 崎

署 雑.10卷.6號.(昭7).58)中 村,新 井,B・

C.G.同 滅 殺 菌 普 通 人 型 菌,同 滅 殺菌 ノ接 種 二依

ル 海〓 ノ病 理 解 剖 的變 化.北 海 道醫.第8年.10號.

(昭5).59)Pagel,Exper.ondissociationof

allergic hypersensitivenes a. imm; J. of Path. a. 
Bakt. Vol. XLIV. No. 3, p. 643. (1937). 60) 
Panow, Exp. Tbk. bei Tiere, hervorgerufen 
durch  abgetiit  Tbk. B; Zbl. f. Bakt(ref) Bd. 34, 
S. 119. (1903). 61) Peissachowitsch u. Gottlieb, 
Die Pathol. d. Staubes; Virch. Arch. Bd. 280, S. 
295.  (1931). 62) Pinkerton, The reactions to
oils a. fats in the lung; Arch. of Path. Vol. 5, 

p. 380. (1928). 63) Petri, Arb. ksl. gesdh. amt. 
14, 1998. Cit. a. 82. 64) Pinner, Der heutige 
Stand. d. Antigenanalyse d. tbc. B; Beitr.  kl. 
Tbk. Bd. 73, S. 784. (1930). 65) Prudden, a. 
Hodenpyl, Studies on the action of dead tbc.
B. in the living body. Nework. Med. Jr. 1891. 
Cit. a. 30. 66) Prudden, A study of Pneum-
onitis in Rabbit induced by the intratracheal Inj. 
of dead tbc. B; N. Y. M. J. 5. Ded. p. 617, 1891. 
67) Ray a. Shipman, Tissue changes produced 
by the action of the lipins of tbc. B. grass a. 
colon bacilli, and of liver; Am. R. tbc. Vol.  7.  p.
88. (1923). 68)  ROssle, Die gewebliche  5.nss-
erungen d. allergie; W.  kl. W. 45, Jg. No. 20. 

(1932). 69) Rich, Studies on the Dissociation 
of hypersensitivity from immunity; Revue d'imm. 
Tome 3, No. 1, 1937. 70)  Romer, Beitrg.  L. 

 kl. tbc. Bd. 11. (1908), Bd. 22.  (1912 Bd. 17. 

(1910).  71) Sabin, Doan  d. Forkner,  ( I ) 
Reaction of the conective tissues of the  normal 
rabbits to lipoids from  tbc B; J. exp. Med. Vol.

52, No. 6, p. 1. (1930.  (II)The Biolog. React. in 
rabbit. to the Protein a. Phosphatidfractions 
from the chemical Analysis of Human tbc. B; J. 
exp. M. Vol. 46, p. 645. (1927). (III)Sabin, Doan 
a. Wiseman: Study of the toxic properties of 
the proteins and polysaccharides; J. exp, M. Bd.
53,S.51.(1931).72)佐 藤,結 核 免 疫 ノ成 因

二 關 スル 知 見補 遺.1實 験 署 雑.(大 正15年).73)

Sabin, Cellular React. to fractions isolated. from 
tbc. B; Physiol. Review. Vol. 12, p. 141. (1932). 
74) Smithburn a. Sabin, The Cellular reactions 
to lipoidfractions from acidfast B; J. exp. M.
Vol.56,p.867.(1932).75)澁 谷,動 物 ノ結 核

素 因 的 差違 ト其 ノ血 液 食 菌 現 象 トノ關 係.満 署 雑.

10巻.1號.1頁.(昭4).76)Sternberg,Exp.

Untersuch.  fiber die Wirkg toter tbk. B;  ( I  ) 
Verh. d. Deut. Path. gesel. V. Tag. S. 204. 

(1902).  (II)Zbl. f. Path. Bd. 13. S. 753. (1902). 
77) Selter, Cit.  d. 80. 78) Straus u. Gamaleia, 
Cit. d. 30. 79) Thomas, Vaccination with 
heatkilled  a. Formalin killed B. in exp. tbc; J.
exp.M.Vol.58,P.227.(1933).80)戸 田,結

核 二於 ケル 「ア レル ギ ー」ト免 疫 トノ關 係.實 地 署

家b臨 沐.13巻.7號.(昭11).爾 他 ノ文 獄 ・・之 二

譲 ル.81)Tschi3towitsch,UberStruktutbes一

onderheiten d. entzl. Neubilduugen,  welche durch 

 Einfiihrung von Besiandteil. d. tbk- B. entstand-

ensind;Ziegler.Beitr.Bd.42,S.163.(1907).

82)占 部,抗 酸 性 菌 ノ生 物 學 的 研 究(共 ノ11)・ 福

岡 署 雑.29k.●12號.(1933).83)植 木,所 謂 肺

胞 上 皮 細 胞 ノ本 態 二 關 ス ル研 究.福 岡 署 雑.30巻 ・

3號.(1937).84)Vall6e.C・,R.Soc.Biol.Nr.

31. Cit. a. 30. 85) Vissmann, Wirkg. todter 
tbk. B. u. d. Tuberkulins. auf d. thierischen 
Organismus;  Virch. Arch. Bd. 129, S.  1634892).
86)若 園,呼 吸 器 内 二於 ケル 塵 挨 叉 ノ・異 物 ノ轄 蹄

1・組 織 墜 化.日 本 微 雑.21巻.12號,24巻 ・2號 ・

(昭2>87)Wyssokowitscb,VberdieSchic・

ksale der in's Blut injicirten Mikroorganismen 

in  kOrper der  Warmbliiter, Z. Hyg. u. Inf. kht.

Bd.1,P.3.(1886).88)渡 邊,二,三 ノ菌 二封 ス

ル天 然 免 疫 上 細 胞 ノ意 義 ソ ノ他.細 雑.大 正6-9年 ・

89)渡 邊,堀,種 々 ノ薬 液 二封 スル 皮 下 組織 ノ態

度 二就 テ.大 阪 醤i雑.31巻.90)山 崎,白 鼠 ヲ

以 テ セ ル結 核 ノ實 験 的 研 究.細 雑.大 正15年 ・17

頁.


